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　この機能説明書（TI）は，ディジタル指示調節計i

UT15およびUT14の機能について記述しています。：
TIの内容は取扱説明書（IM）に記載されて、、るi

機能に加えて，この調節計を更に幅広くご活用い　i

ただくための拡張的な機能を記述しています。　　i

この調節計のもつ優れた特長，幅広三図i生をi

より深くご理解いただき，ご活用くださいますよ　i

うお願い申しあげま魂　　　　　　　　　　　　　i U「15

響

げ「14

YO樋OG酬A◆
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機能説明書（TI）の履歴

1995年2月　　TI　5B4A7－02 新版

UT15およびUT14は1995年3月初旬製造分より，機能・性能を拡張・向上しました。従来製品との区別

のため前面パネル上の乙名表記にEを付加しています。
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1 かんたん操作 ＼．、．．＿ノ

1．1各部の機能

警報表示ランプ　2個（赤）

AL1……警報1発生時に点灯

AL2……警報2発生時に点灯 。♂

出力表示ランプ　1個（赤）

注：警報3は表示ランプがありません。

状態表示ランプ　3個（緑）

SP2……目標設定値（副）が選ばれて

　　　　いるとき点灯
　　　　目標設定値正または副のい

　　　　ずれが選択されていてもマ
　　　　ニュアル運転中は点滅。

COM…・通信状態時に点灯，通信工
（UT15のみ）ラー時に点滅

A予……・オートチューニング中点滅

㌻　督

剛 ’iヨπ農 ℃

。。。・即’5后5

　　糀
OAT

鰯

口罫 ∈動∈動

　　ヤ㎜◆

OUT……（1」レー出力のとき，または電圧パルス出力

　　　　のとき）出力ONで点灯

　　　　（4～20mA出力のとき）出力の大きさに対応し

　　　　て点灯時間比率が段階的に大きくなる点滅

測定値（PV）

表　示　部

4桁（赤）　7セグメントLED

（鐸蒜記号表示）・行・・

設定値（SP）

表　示　部

4桁（赤）　7セグメントLED

（パラメータ数値表示）も行う。

／

＼．　／

）
『藷P　セットエンターキー：パラメータを選ぶとき，設定数値を変えるときに操作。

酊
E〕・・プキー設定数値を増加させ・．桁上げ・自動的・行われ・．

団ダ・・キー・設定数値を減少・せ、．桁下げ。自動的。行われ、．負数の設定もできる．

　　　●アップキー，ダウンキーは押し続けると数値の変わるスピードが段階的に速くなる。

UT14の場合も上記に準じます。

1．2　キー操作の原則

キー操作は3種類に区分されます。

　　　　　　　　●目標設定値の変更。

　　　　　　　　●運転パラメータ（日常の運転操作で必要なパラメ．一タ）の変更

　　　　　　　　●セットアップパラメータ（計器の機能を設定するパラメータ）の変更

　　ON　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OFF．（工場出荷状態）

ディップスイッチ

@　②番目

？3秒以上　『『3秒以上ENT　　　　　　　　　または　　　　　　　　　1分以上キー操作なし

□運転画面

●電源を投入すると，計器の表示部は運転画面となります。

・目標設定値は運転画面上で〔ヨキー，団キーによりいつでも

　変更できます。

運転画面号電源投入

・［麺ヨ・

＼勘一ノ

．SPヨ5且5 ＼）／

Tl　5B4A7－02
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1、2、1　目標設定値の設定（数値の設定）

・〔ヨキーまたは団キーで設定慨変えると，小数

　点が点滅します。

●数値が正しいことを確かめ，　⊂記キーを押します。小

数点の点滅が消えて，新しい数値で運転が行われます。

●以下，各パラメータの数値の設定は同様に行います。

運転画面

ラ〔云〕「〔ヨ

｛孟ヨ・
SPつ弓猛

▽　　点滅⊂⊃　　　　　SET
　　　　　ENT

・［麺ヨ・

　ヴ「，昂　㌃昌
SP　　‘　　‘胆‘・”

畢響・秒以上 合マ 　　　　　　　1分以上キー操作
3秒以上または
　　　　　　　なし

〆（・

1．2．2　運転パラメータの設定

　　　　（日常の運転操作で必要なパラメータ）

●運転画面で？キーを3秒以上押すと警報設定値
　　　　　　　ENT
　の設定画面となります。

●続いて⊂蕪）キーを押すごとに別の運転パラメータの設

　定画面に変わります。一巡すると再び警報設定値1（A1）

　の設定画面にもどります。

●変えたい運転パラメータの設定画面で数値の設定（上記）

　を行います。

●運転パラメータの設定画面で⊂詔キーを3秒以上押す
　　　　　　　　　　　　　　ENT
　と，運転画面にもどります。

●キー操作を1分以上行わないと，自動的に運転画面にも

　どります。

・｛亘五］・

即呂π且農

　　運転パラメータの

　　設　定　画　面

「；∫二野顛1
　　　　　　　　　∈∋〔∋
1（数値の設定）i
L＿＿＿＿＿＿＿」

爵

，（

／へ

ディップスイッチ②をOFF

1．2．3　セットアップパラメータの設定

　　　　（計器の機能を設定するパラメータ）

●内器を引き出し，ディップスイッチ②をOFFにしてもと

　に戻します。（詳細後記）

●電源を投入すると警報1の種類（AL1）の設定画面となり

　ます。

●続いて⊂話⊃キーを押すごとに別のセットアップパラメ
　　　　を　　
一タの設定画面に変わります。一巡すると再び警報1の

種類（AL　1）の設定画面に戻ります。

●変更したいパラメータの設定画面で数値の設定（上記）を

　行います。

●内器を引き出し，ディップスイッチ②牽ONにしてもと

　に戻します。

電源投入

・月L ‘σ ℃

・〔コ

♂
セットアップ

pラメータの

　　設定画面
　　　　立

「一一一一　一一「

｝1灘’濃鷲1〔ヨ団
L＿＿＿＿＿＿＿」

ロ謹肝

Tl　5B4A7－02
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2．ユニバーサル入・出力

入・出力の変更が自由自在

ロータリスイッチ

⑧（OUTPUT）

，∫∠

k

ディップスイッチ

勿
眺．

　　　、

ロータリスイッチ

　④（INPUT）

s

＼　　／

＼　　／

●ベゼル下部のストッパーを指で押し上げながら，

ベゼルを手前に引くと内器が引き出せます。

●図はUT15の例を示しておりますが，　UT14の

　場合もこれに準じます。
　
　
ノ

ノ

2

＼＿ノ／

Tl　5B4A7－02
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表1．入力レンジコード

入力の種類計器レンジ

入力
激塔W
Rード
i注2）

K 一200～1200℃ 0

K 一199．9～200．0℃

S ・　　　0～1700℃

1
（
注
3
）

J ．　　一199．9－800．0℃ 2

JIS T 一199．9～400．0℃ 3

熱電対 E 「　　　一199．9－800，0℃ 4

R 0～1700℃ 5

B 0～1800℃ 6

N 0～1300℃ 7

L 一199．9－800．0℃ 8

DIN
u ．　　　　一199．9～400．0℃ 9

JPt100 一199．9～500．0℃ A
測温抵抗体
@（注D Pt100 一199．9－500．0℃ B

0～10mV C

0～100mV　1 D
直流電圧

0～5V　　’

下記の範囲内でスケー
潟塔O可能

@一1999～9999
@－199．9～999．9
@－19．99～99．99
@－1，999～9．999

E

　　　　　’P～5V F

ロータリスイッチ④（INPUT）

●計器内のロータリスイッチ④の切り換えと，端

　子部の接続換えにより，同じ計器を表1日中の

任意の入力種類，計器レンジに切り換えること

　ができます。

●注　意

入力レンジコードを変更すると下記パラメータ

　は自動的に初期化されます。

　運転パラメータ：A1，　A2，　A3，　HYS，　SP，　SP2，　BS

　セットアッフツぐうメータ：HY1，　HY2，　HY3，　PD，　RH，

　　　　　　　　　　　RL，　SP．　UP，．SP　DN

（注1）JIS’89　JPt　100，　JIS’89　Pt　100／DIN

（注2）ロータリスイッチ④の設定ポジションの番号と同じ

（注3）入力レンジコードを1に指定すると，セットアップパラメ

　　　ータの設定により，熱電対KかSどちらか一方を選択でき
　　　ます。

／｛＼、

．（・

表2．制御出力タイプコード

制御出力形態 仕　　　　様

制
御
出
力
コ
ー
ド
　
（
注
3
）

リレー出力

條ﾔ比例PID
接点容量：250VAC3A（抵抗負荷）
Tイクルタイム：1～120秒過　　（注4）

0

電圧パルス

o力
條ﾔ比例PID

8議長撫下（舘翻．サイクルタイム：1～120秒

1

連続出力PID

出力電流4－20mA（負荷抵抗600Ω以下）

ｸ度±0．3％（出力スパンに対して）

o力更新周期：500ms

2

ロータリスイッチ⑧（OUTPUT）

　
φ
O
O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●計器内のロータリスイッチ⑬の切り換えと，端

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子部の接続換えに．より，同じ計器を表2の中の

（注3）。＿タリスわ．チ⑬の設定ポジシ。ンの番号と同じ　　　　　任意の出力形態に切り換えることができます。

（注4）使用リレーは松下電工製DSP1－DC12V

：　誤って，ロータリスイッチ③を0，1，2以外のポジションに設定した場合には，電源投入後，運：

i転画面とはならずうエラー表示　ξπσヨ　となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
・・　●　●　・　o　●　，　・　●　・　o　O　■　o　o　●　●　●　●　●　●　o　●　●　●　o　o　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　o　●　●　●　●　●　●　o　●　9　●　●　●　o　●　●　●　o　■　●　●　●　●　●　●　o　●　●　o　o　o　●　●　9　・　・　●　・　・　，　o　●　●　g　o　■　●　●　o　・　・　●　・　・　●　●　●　●　●　…　　　　o　．　●　・　o　●　・　■　○　●　…　　　　●　．　●　●　o　・　●　●

一一．■一一一一一■一昌■一昌騨■一圏■一圃髄脚駒網輔一一．一陶一齢脚印一騨一・P餉脚幽一一一“一一■■一一■一一．■9一一一■一．■一一■■・一一一騨騨一・鱒脚一一一一一一一一一．■一賜一一一一圏胸一一一一．一一一．一一．■一昌■一一■■一．

　電源投入直後，運転画面の表示以前

に，約2秒間，形名，入力コード，出

カコードが表示されます。

ゴ…1……………●……・形名UT15のとき15，　UT14のとき14　i

コ　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ii　i…………・…入力レンジコード表1　　　　　　　i
■　　　　　，　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

ゴ…’…制御出力タイプコード表2

PV ’5農農

1一一．一一層■一冒一一一一■一．■■一．一一一．■一昌ロー一瞳一一鱒一一ロー■・一“．一■一一印■一．一一一．■一ローρ，一卿同“一髄一一冒一“一．一一．■■一．■一一■一凹馴一一噸噂一．一一●．一一一．一一冒．一一■一一．一一胃■一■燭騨一噂

Tl．5B4A7－02



8

○測温抵抗体入力

　リレー出力時間比例PID

測温抵抗体

ディジタル指示調節計

　　　UT15

　　・［＝⊃

　　　・ゆ潔〔コ

リレー出力

4～20mA
　　DC

記録計μR100

シャント抵抗

ρ

一一一
@一一@　　　　一

一　　　　＿　　＿

@一一

電磁弁

各種温水槽・蒸気釜

蒸気

○熱電対入力

　電圧パルス出力時間比例PID

ディジタル指示調節計

　　　UT　14

團

各種工業炉

　　　　勿
1　警報ブザー
L一＿一

熱電対
　　　ク

ヒーター

ヘハ誇

電圧パルス

トライアック

～

TI　5B4A7－02
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／へ・
○測温抵抗体入力

　連続出力PID

／へ・

ディジタル指示調節計

　　　　UT15

双
－
」

測温抵抗体．

9

e

鍋
　

各種電気炉

　HOST
（パソコン）

＿＿
D〈＿［』1

　　　　　　　　　回堅∋　　　RS　422

　　　　　　　　　　　　　z

4～20mADC

サイリスタ

YPシリーズ

～

（

／｛＼、
〆

Tl　5B4A7」02
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3．オーバーシュート抑制機能「スーパー」 ＼」

UT15，　UT14には標準で搭載

■「スーパー」は温度制御に最も効果的です。

●オーバーシュートを抑制したい時

●立ち上げのスピードを早めたい時

●負荷変動が多い時

●設定値の変化が頻繁な時

■「スーパー」はベテランのオペレータと同じ働きをします。

●オーバーシュートし易い制御対象を運転する場合，熟練オペレータは目標設定値をあらかじめ低めに

　設定しておき，制御結果を見ながら徐々に正規の目標設定値に近づける操作を行います。「スーパー」

　は，このベテランのオペレータがやるのと同じ操作を「ファジィ推論」を応用して行います。

■「スーパー」は伝統あるPlD制御と最新の「ファジィ推論」とを融合させたソフトです。

●オートチューニング（→P．15）を実行し，PID定数とプロセス特性（むだ時間，時定数）を求めます。そ

　して偏差を監視し，オーバーシュートの危険を察知すると自動的に目標設定値を幾分低い仮の値（内

　白白定値＝SSP）に変えて制御します。

　　このようにしてプロセスの偏差を監視しながら，オーバーシュートの心配のない範囲では少しつつ

　正規の目標設定値にもどしていきます。

●「ファジィ推論」とは前記アンダーラインで示したように，幾分低いとか，少しつっというような，極

　めて人間的な，感覚的表現をベースとして推論する「あいまいな情報に基づく推論」をいいます。

／　　　　　、

＼　　／

目標値
設定部

目標値

　　　　　　設定値セレクタ目標値（SP）

　　　　　　　　　　　　PID
　　　　　　　　　　　　演算部

（SP＞

補助目標値

設定部

補助
目標値
（SSP）

操作
プロセス

劇

K
ギ

口 補助目標値
ト

目標値

ロセス量

iPV）
；
I
i
プロセス量

i
∫
2　　　　　　　　　　　　　時間ファジィ推論

＼、一．ノ／

開始

層「スーパーはON－OFFができます。

●「スーパー」をオフにすると，「スーパー」は機能せず，オペレーターの設定する，通常のPID制御を行

　います。工場出荷時は「スーパー」はオフに設定されています。

●「スーパー」をONにすると，オートチューニングをかけた時は，　UT15／UT14が計算したPIDの値に

　基づいて「ファジィ推論」を実行します。

　定数設定をマニュアルで行った時は，オペレーターが設定したPIDの値に基づいて「ファジィ推論」を

　実行します。最適の設定値とは限りませんが，与えられた条件の中で最適調整を行ないます。

Tl　5B4A7」02
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（

．／｛＼

「スーパー」オン・オフの比較例

上昇→定値変化時の応答

　　　　　「スーパー」OFFの場合
↑

温

度

←時間

↑
温
度

「スーパー」ONの場合

←時間

目標設定値の急変に対する応答

　　　　　「スーパー」OFFの場合

↑

温’

度

←時間

↑
温
度

「スーパー」ONの場合

←時間

．（
外乱に対する応答

　　　　　「スーパー」OFFの場合 「スーパー」ONの場合

↑
温
度

←時間

↑
温
度

←時間

（、

Tl　5B4A7－02
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4． 幅広い機能変化

　各種のパラメータ，ことにセットアップパラメータの設定変更により，計器の機能は大幅に変化，用

途は益々ひろがります。（個々のパラメータの詳細については解説頁を参照ください。）

　⑭：性能・機能拡充に伴うパラメータの追加

パラメーター覧・設定フロー
　　　　ディップスイッチ②
　　　　　　　　曇，投．

三π．ヨ

定フロー

OFF

運転画面
SP
（SP2）

運転パラメータの設定

目標設定値
計器レンジの最小値一最大値注1） ℃

注
3
）

（正）または（副）

ｻ在運転中の制御目標値
i計器レンジの最小値）

※

月♂

月ε

月ヨ
注4＞
　　　⑭

月’汚
注5）
　　　⑤

PID制御の
とき表示

5f
月と

戸

σ
σ

二三 ⑭

1＝0のとき

のみ表示

’三 ．
⑭

ON－OFF制御
のとき表示

ご三

　　　　　　　ロロ　　　　　　　　　コ

出力のときiゴ「画一　　　　i
のみ表示＼：：：：：：：：：翼

　　　　　　ごと　　i

⑪

月劉5

5戸

5戸三

※ 』5

記号 パラメータ 設定範囲 単位 　注　　　　　記
i）内工場出荷時の値

ユーザ
L入用
解説
Q照頁

A1 警報設定値1 （計器レンジの最大値） 14

A2 警報設定値2

（絶対値警報のとき）
v器レンジの最小値～最大値注1＞

i偏差警報のとき）
v器レンジのスパンの一100～100％注2）

@　　　7

℃
注
3
＞

（計器レンジの最小値） 14

A3 警報設定値3 （計器レンジの最大値） 14

A／M
オート／マニュアル

ﾘ換 MANまたはAUTO 一
セットアップパラメータAMS
≠nN時，本パラメータを表
ｦ。（AUTO）

14

SC スーパーコード OFF，またはON 一

OFF：スーパー機能せず。
nN：スーパー機能する。
@　　　　（OFF）

15

AT
オ　　一　　ト

`ューニング
OFF，またはON 一

OFF：オートチューニング停止。

nN：オートチューニング開始。

@　　　　（OFF）

15

P 比例帯 0．1～300．0 ％ （5．0） 16

1 積分時間
OFF，または
P～3600

秒
OFF：積分動作なし。
@　　　（240）

17

D 微分時間
OFF，または
P～3600

秒
OFF：微分動作なし。
@　　　（60）

18

P2 第2目標設定値用

@　比例帯
0．1～300．0 ％ （5．0） 16

12 第2目標設定値用

@　積分時間
OFF，または
P～3600

秒
OFF：積分動作なし。
@　　　（240）

17

D2 第2目標設定値用
@　微分時間

OFF，または
P～3600

秒
OFF：微分動作なし。
@　　　（60）

18

MR マニュアル

hJセット
一5．0～105．0 ％

積分動作なしのときのみ設定
ｪ可能
@　　　　（50，0）

18

CT サイクルタイム 1－120 秒 （10） 19

HYS ON－OFF制御の
@ヒステリシス

計器レンジのスパン

ﾌ0～100％注2）
℃ （計器レンジのスパンの0．5％） 19

SP 目標設定値（正）
計器レンジの最小値一最大値注1） ℃

注
3
）

現在運転中の目標設定値が（正）（副）

｢ずれであるかには関係なく設定可能。

i計器レンジの最小値）

20

SP2 目標設定値（副）
計器レンジの最小値～最大値注1） ℃

注
3
）

現在運転中の目標設定値が（正）（副）

｢ずれであるかには関係なく設定可能。

i計器レンジの最小値〉

20

BS 測定入力

oイアス

計器レンジのスパンの

黷P00～100％注2）

℃
注
3
）

（0．0） ．20

注1）スケーリングした場合にはスケーリング後のレンジ（測定レンジ）の最大値，最小値。
注2）スケーリングした場合にはスケーリング後のレンジ（測定レンジ）のスパン。

注3）熱電対，測温抵抗体のとき℃，電圧入力のとき無単位。

注4）警報3は，制御出力が4～20mA　DC出力，または電圧パルス出力のときのみ表示します。
注5）A／Mパラメータは，セットアップパラメータAMSをONしたとき表示します。

Tl　5B4A7－02
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セットアップパラメータの設定

13

電源投入

論驚縮とごi
表示　　　●’●。・’●●●●………’・●

電圧入力の
とき

月L’

月L三・

月Lヨ

月蟹’

月島三

月自白

の■●oo■●■■L　●o●●●・．L▼▼

・・」』。，…酬

鯖お齢’●…一正…・…・3

舞禦を1罰’四●””1

戸百

　月　　、

βL
●●・鱒，・。。●●●●。．．．・。。 A

。。。．．．。鱒．。。。．．．．。。．．●

εoμと

月ヂ．

5戸⊥炉

5戸．ごn

5戸．戸

FL
●　・　・　●　o　o　●　●　●　●　●　●　9　■　o　■　●　・　O　o

　　　　　　月4ご虐

　　　　　　　　　王

　　　　　　』戸5

通信機能　　　王
付きのときi戸月ヂ’…

のみ表示　　　王

　　　　　　5と。戸

　　　　　　　　　王

　　　　　　d⊥凸ri

⑭

⑭

．⑭

　　⑭

　　⑭
L1へ

．記号 パラメータ 設定範囲 単位． 　注　　　　　記．
i）内工場出荷時の値

ユーザ
L入用
解説
Q照頁

ALl 警報1の種類 OFF，または1－20 一
OFF：警報なし
Rードは別表3（P23）参照
@　　　　（1）

23

AL2 警報2の種類 OFF，または1．一20 一

OFF：警報なしコードは別表3（R23）参照．

@　　　　（2）

23

AL3 警報3の種類 OFF，または1～21 一

OFF：警報なしコードは別表3（P．23）参照

@　　　　（1）

23

HY1 警報1の
qステリシス

計器レンジのスパン

ﾌ0－100％注3）

℃
注
3
》
（計器レンジのスパンの0．5％） 23

HY2 警報2の
qステリシス

計器レンジのスパン

ﾌ0～100％注3）

℃
注
3
）
（計器レンジのスパンの0．5％） 23

HY3 警報3の
qステリシス

計器レンジのスパン

ﾌ0～100％注3｝

℃
注
3
）
（計器レンジのスパンの0．5％） 23

STC 熱　電　対

j／S選択

（タイプK）　（タイプS）

@　0　または　1 一．

入力レンジコード…1のとき
ﾌみ設定できま曳
@　　　　　（0）

24

PD 小数点位置 0，1，2，3 『

電圧入力のときのみ設定できますb
@　　　　　（1）0：□ロロロ　　1＝□□□．〔〕2　：［コ［コ，ロロ　　　3　：口．［］□［コ

24

RH 測定レンジ

ﾅ　大　値

計器レンジの最小値～最大値　ただし

qL＜RH

℃
注
3
） 徽溜最鳩 25

RL 測定レンジ

ﾅ　小　値

計器レンジの最小値～最大値　ただし「

qL＜RH

℃
注
3
）

鰻㍑の最小値） 25

OH
出力リミット

縺@限　値

出力の一5，0～105．0

唐ｽだし
nしくOH≦105．0％

％
時間比例PIDのON－OFF制御
�怩ｫ，設定できます。
@　　　　（100．0％）

25

OL 出力リミット

ｺ　限　値

出力の一5．0～105．0
唐ｽだし一5．0％≦OしくOH ％

時間比例PIDのON－OFF制御
�怩ｫ，設定できます。
@　　　　（0．0％〉

25

EOUT エラー時
o力コード

0：0FFまたは0％
P：0Nまたは100％ 一

バーンアウト，またはA／Dコンバータ異常のときの制御出力を，0％にするのか，100％にするの

ｩを設定します。　（0）

25

AR アンチリセ．ット
純Cンドアップ

OorO．1～999．9 ％
停止したPID演算を再開する
oVとSPの偏差幅を設定しま
ｷ。　　　（0＞

26

SP　UP こう配設定上昇
OFFまたは，計器レンジ

ﾌスパン最小値～最大
l／時／または／分注2）

℃／時

氏^分
高R）

26

SRDN こう配設定下降
OFFまたは，計器レンジ

ﾌスパン最小値一最大
l／時／または／分注2）

℃／時

氏^分
高R）

目標設定値の変更時，正＄副
ﾘり換え時，電源投入時，設
閧ｳれたこう配で制御目標値
�ﾏ化させます。こう配の時
ﾔ単位はSP．　Rで設定します。

@　　　　（OFF）

26

，SPR こう配設定単位 0．1 一

0：℃／時注3）
P：℃／分

@（0）

26

FL フィルタ OFF，1～120 秒

入力が振動的な場合（1次おくれ
梺關煤jを設．定します。
nFF：フィルターなし。
@　　　　（OFF）

27

ADDR 通信アドレス 1～16 一

ホスト側から見たUTの番号
�ﾝ定します。
@　　　　　（1）

33

BPS 通信速度 0，　1，2，3，4，5，6 一
コードは（P．32）参照。

@　　　（6）
33

PARI パリティ 0，1．2 一

0：ノンパリティ
P　：イ禺数　　　．2　：奇数

@　　　（0）

33

STOP ストップビット 1．2 一

1：1ビット
Q：2ビット
@　（1）

33

D．LEN データ長 7．8 一

7：7ビット
W：8ビット
@　（8）

33

AMS A∠Mパラメータ
@表示選択 OFFまたはON 一

OFF：AIMパラメータを表示しない

nN：A／Mパラメータを表示する

@　　　　（OFF）

27

RJC RJC　ON／OFF OFFまたはON 一
OFF：非加算
nN：加算
@　（ON）

27

DIS D工選択 0または1 ｝

0：第2目標設定値切換
P：キーロック／解除　．

@　　　　（0）

27

喝 Tl．5B4A7－02
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5．運転パラメータの解説
5．1警報設定値1（A1），警報設定値2（A2），警報設定値3（A3）

●警報には1，2および3の3個あります。工場出荷時には，警報1は測定値上限警報として，警報2は

測定値下限警報として，警報3は測定値上限警報として設定されています。

ただし，警報3は，制御出力が4～20mA　DC出力または電圧パルス出力のときのみ設定できます。

●警報設定値，警報ランプ，および警報出力は同じNo．が対応しています。

警報 警報設定値 警報ランプ 警　報　出　力 出力端子

1 A1 AL　1 ⑬⑭
2 A2 AL　2

　　　　無電圧リレー接点

ﾚ点容量250VACIA（抵抗負荷） ⑫⑭

3 A3 警報ランプは

?閧ﾜせん

　　　　無電圧リレー接点

ﾚ点容量250VAC3A（抵抗負荷） ⑨⑩⑪

●警報1，2および3それぞれをどのような警報の種類とするかは，セットアップパラメータの中の警報

　1の種類（AL1），警報2の種類（AL2）および警報3の種類（AL3）で変更できます。（→P．23）

●設定の形態として，測定値警報，偏差警報，偏差範囲警報とに分けられます。

測定値警報 偏　差警報 偏差範囲警報

測定値上限，測定値下限 偏差上限，偏差下限 偏差上下限，上下限偏差内

警報点の直読数値を設定 目標設定値からの一方向偏差幅で設定

@　　　　　　　　目標設定値

@　　　　　　　　　120℃

目標設定値からの両方向偏差幅で設定

@　　　　　　　　目標設定値

@　　　　　　　　　120℃

警報設定値
i偏差範囲内）

警報設定値

ﾎ差範囲内）125．5℃ 偏差 警報設定値
i偏差下限）

警報設定値 5．5℃ 5．5℃　5．5℃

●警報機能を使わない場合には，セットアップパラメータの中の（AL1），（AL2），（AL3）に“OFF”を設定します。

5．2　オート／マニュアル（A／M）

　通常（工場出荷時），出力操作は自動になっていますが以下のオート／マニュアル選択手順によりマニュ

アル運転を選択すると手動で出力操作を行えます。

●オート／マニュアル選択手順

①セットアップパラメータAMSをONまたはOFFにします。

　　セットアップパラメータの設定方法はP．51．2．3セットアップパラメータの設定を参照（工場出荷

　　時は，AMS＝OFFとして設定されています。）

②運転パラメータA／Mでオート（AUTO）またはマニュアル（MAN）を選択します。

●オート／マニュアル機能詳細

①目標設定値SPまたはSP2のいずれが選択されていてもMAN運転中はSP2ランプが点滅します。

②AUTO運転またはMAN運；転時，電源高しても電源投入後は，電源が切れる前の状態で運；転を再開します。

③電源投入時，MAN運転の場合は出力は次のようになります。

セットアップパラメータ
（EOUT：エラー時出力コードOH　　：測定レンジ最大値OL　　：測定レンジ最小値）

a．EOUT＝0でOL＞0．0のとき，　OL

b．EOUT＝0でOL≦0．0のとき，0．0％

c．EOUT＝1でOH〈100．0日目き，　OH

d．EOUT＝1でOH≧100．0のとき，100．0％

なお，AUTO運転の場合は電源断時の条件でスタートします。

TI　5B4A7－02
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5．3スーパーコード（SC）

●スーパーコード（SC）をONにするとスーパー機能が働きOFFにするとスーパー機能は働きません。た

だし，スーパーはPID動作においてのみ機能します。1，D，またはIDともにOFFの場合は，　SC＝ON

　と設定しても，機能はしません。（P，1，Dについては後出→P．16～18）

●P，1，Dともに設定されていることが条件なので，スーパーコード（SC）をONにした後オートチュー

ニングをかける方が効果的です。

5．4オートチューニング（酊）

●オートチューニングは，PID定数（運転パラメータの1つ，後述）をUT15／UT14自体が求め，自動的

　に設定する機能をいいます。ON－OFF制御では機能しません。

●オートチューニングの方法として，UT　15／UT　14の場合「リミットサイクル法」によっています。

　運転パラメータ（AT）に“ON”を設定しますとオートチューニングがスタートします。　UT15／UT14は

一時的にON－OFF調節計となり，その応答結果から適切な比例帯（P），積分時間（1），微分時間（D）

　を算出して自分自身のパラメータ数値として設定するものです。

●スタート後，画面は自動的に運転画面となり，オートチューニング中，計器前面の“ATランプ”が点滅します。

目　標
設定値

オートチューニング中

（ATランプ点滅）

温度

@ON
御出力

iiiiiiiiiliiiiiiiiiiii

OFF　iiiiiii

　　　　　　　　　　　　　　　時間ATの結果求められた　　　　　　　　　　　一PID定数によるPID制御

「鴨薗一一 一一一 u

ON－OFF制御

15

　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　IAT＝ONl　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　」＿甲＿＿＿＿＿一層

●出力リミット上限値／下限値（セットアップパラメータの一つ）が設定されている場合には，オートチュ

ーニング中のON－OFF動作は出力リミット上限値／下限値で行われます。

●オートチューニング中に目標設定値の変更を行っても，開始時の目標設定値のまま続行されます。

　また，こう配設定値（SP．　UP，　SP．　DN）は，オートチューニング中無視されます。

　　　ぬも　　　　　●一》王　　思一
　　次のような制御系にはオートチューニングの適用を控えてください。

（1）流量制御や圧力制御のように，応答が速い制御系

（2）一時的にせよ，出力をON－OFFさせては不具合なプロセス

　　（操作端などに大きなストレスが加わると不都合なプロセス，測定値の変動が許容幅を超え，製品

　　　品質に悪影響が出るおそれのあるプロセスなど）

●〔オートチューニングを途中で打切るとき〕

オートチューニングを途中で打切るときは，運転パラメータ（AT）に“OFF”を設定します。オートチュ

ーニングが停止し，ATランプが消灯します。　PID定数はオートチューニングを開始する以前の数値

　のままとなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ti　5B4A7－02
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5．5比例帯（P，P2）

●比例帯は比例動作（下記）の効き方を調整するパラメータです。

比例動作の動きを最も単純なON－OFF動作と対比して示します。

ON－OFF動作 比例動作
中間状態がない

i全開）

偏差の大きさに比例して出力の大きさが

A続的に変わる

目標設定値

　制御出力

i逆動作の例）

　100
o（％）

ﾍ
値
　
　
0

目標設定値

@　（全円）

　100
J
（
％
）
値
　
　
0

一偏差　　0　　　　＋偏差 一偏差　　　　0　　　　＋偏差

制御結果 目標

ﾝ定値

振動的になりやすい

測定温度

目標

ﾝ定値

制御結果は滑らかになる

測定温度　　　　　オフセット

オフセット

i定常偏差）
な　　し

原理的に目標設定値と測定温度との定常

Iなずれ（オフセット）が生じる。

●制御出力を0～100％変化させるのに対応する入力の変化幅（％）（あるいは偏差幅（％））が比例帯（P）

　であると定義されています。比例帯は小さく設定するほど，小さな偏差で大きな出力変化を生じるた

　め，制御結果は振動的になります。反面オフセットは小さくなります。比例帯を極限まで小さくした

　状態（比例帯＝0％）がON－OFF制御です。

（逆動作の例）目鰍定値　　上ヒ例帯力・大のとき　　　比例帯が小のとき

　　　　　　　　　　　▽　偏差　　　　　　　　　目標設定値　　　　　　　　　　　目標設定値

　　　　　　　　　　一100％

出
力
値
％
吻

　　　　1

　　　　5
P＝100％

　　　　ロ
P＝50％1
　　　　「

P＝0％レ
（ON－OFF）l

　　　　l

叡
ー
レ
…

　←全スパンー

出
力
値
㈱

差
偏

出
力
値
％

差
偏

●オートチューニングで得られた比例帯を微調整する場合，あるいは比例帯の調整をマニュアルで行う

場合には，次のことを念頭におかれると良いでしょう。

　・大きな数字の方から小さくしていく

　・サイクリングが現れたら小さくし過ぎた証拠

　・オフセットは比例帯調整では消えない。

Tl　5B4A7－02
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（

温
度

目標
設定値〉

Pが小のとき

Pが中のとき

Pが大のとき　　　●彌→
●Pが小さいと温度測定値が
振動的になる。

5．6積分時間（1，12）

●比例動作において皇運的に避けられないオフセット（定常偏差）を自動的に減少させる機能を，積分動

作（1動作）といい，積分動作の劾き方を設定するパラメータが積分時間（1）です。

●積分動作は，偏差の積分値（偏差幅と偏差の継続時間との積）に比例して出力を増減し続けます。

●積分動作は通常比例動作と組み合せて，比例積分動作（PI動作）として使用します。

．ズ＼

偏差

（

出力値（％）

（ONの時間比率）

積分時間小
　　4

禁中1灘誌力変イ、
！　　　　　　　　　　　　　1
！　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　｝
　P動作による出力変化
　　　　　　　i
一一一一一『一一哨一一一一 P一一『一一一一一一

』一一積分時間一一日　　時間
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　階段状の偏差を与えたとき，比例動作だけで生じる出力変化分と丁度等しい量を，積分動作の分だ

けで変化するに要する時間幅が積分時間（1）として定義されています。

　積分時間を長く設定すれば出力は緩慢に変化し，短く設定すれば出力は急速に変化します。積分動

作を機能させない場合はOFFと設定します。

●積分時間を短かく設定しても，あたかも比例帯を小さくした時と同じように，測定温度は振動的にな

　ります。ただし積分動作による振動は比例帯を小さくした時の振動よりも，周期が長いのが特徴です。

●積分時間の調整をマニュアルで行う場合には次のことを念頭におくと良いでしょう。

　・オフセットを小さくすることに主眼をおく

　・長時間の方から短時間の方へ

　・比例帯を小さくした時の振動よりも，長周期の振動が現れたら短時間にし過ぎた証拠

（・

温
度

目標
設定値レ

　時間
●1が小さ過ぎると，温度測定値に
長周期の振動が現われる。

Tl　5B4A7－02
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5．7品分時間（D，D2）

●制御対象の時定数やむだ時間が大きい場合，比例動作や比例積分動作だけでは修正動作が遅くなった

　り，行き過ぎが発生することがあります。偏差が増加傾向にあるのか，それとも減少傾向にあるのか

　に着目して早めに修正動作を加えればそれだけ制御性は良くなります。すなわち，偏差の微分値（変

化率）に比例して出力を変える動作が微分動作（D動作）で，微分動作の効き方を設定するパラメータ

　が微分時間です。

●PD動作の場合，偏差が一定のこう配をもつて与えられた時，比例動作による出力変化量が，　D動作

　だけで変化する量と等しくなるまでの時間幅が微分時間（D）と定義づけられています。

＼）／

偏差

出力値（％）

（ONの時間比率）

微分烈婦

騰叫

　　　　　　ヰ：P動作による出力変化

　　　　　　I
　D動作による出力変化

＿＿＿＿＿＿＿＿＿r＿＿＿司＿＿＿＿一一一＿　一

　　　　　　「

＼　　　／

i一微分時間→・　時間
　　　　　　　，

●微分時間は長いほど修正動作が強まり出力が振動的になります。微分動作の振動の周期は短い特徴を

　もっています。

●微分時間＝0秒に相当するのがD＝OFFと設定したときです。微分動作は機能しなくなります。圧力

や流量のように応答の速い入力，光学系のセンサのようにもともと振動的な性格をもつ入力の制御で

　は，必ずD＝OFFと設定してお使いください。

●Dのパラメータの調整をマニュアルで行う場合には次のことを念頭におくと良いでしょう。

　・短時間の方から長時間の方へ

　・短周期の振動が現われたら，長時間にし過ぎた証拠 ＼　　ノ

温

度

目標
設定値［〉

　時間
●Dが博き過ぎると，温度測定値に
短周期の振動が現われる。

5、8　マニュアルリセット（MR）
　　　　（積分時間（1）＝OFFに設定した時のみ設定できます。）

●積分動作をOFFにすると（比例動作あるいは比例一微分動作だけにすると），プロセスの状態が変わるご

　とに，目標設定値と測定値との偏差がいつまでも残る現象（オフセット＝定常偏差）が生じます。この

　定常偏差をマニュアルで小さくするパラメータがマニュアルリセットです。
＼＿一ノ

Tl　5B4A7－02
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5．9サイクルタイム（CT）
　　　　（リレー出力時間比例PIDまたは電圧パルス出力時間比例PIDの場合に設定できます。）

●時間比例PID制御の場合，リレー出力または電圧パルス出力がON，　OFFを反復する基本の1周期を

　サイクルタイムといいます。サイクルタイムの内のON時間の割合は制御出力値に比例します。サイ

　フルタイムを短く設定することは，早い周期で，きめ細かい制御を行うことになります。反面ON，

0FFの周期を短くすることになり，リレーの寿命を縮めることになります。一般にリレー出力では10

　～30秒程度に設定します。

　　　同じ制御出力値＝50％のときの動作比較

　　サイクルタイム＝10秒　　　　　　　サイクルタイム＝20秒　　　　　　　サイクルタイム＝40秒

　噸Hレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーレ　　　　　　　　　　　　　　一＞
　　　　　　　　　　　　　　　　ON　　　　　　　　　　　　　　　　ON

OFF OFF OFF

5．100N－OFF制御のヒステりシス（HYS）
　　　　（ディップスイッチ③がOFFで，　ON－OFF制御が選ばれている場合のみ選定できます。

●ON－OFF制御は，　ONとOFFの2つの状態しか出力しないため，制御結果は下図のようにサイタリン

　グします。ヒステリシスを狭く設定すると，激しくON，　OFFを繰り返すため，特に出力形態がリレ

　一接点の場合にはリレーのチャタリング現象が生じ，リレーの寿命を著しく縮める結果となり好ましく

　ありません。

　このような場合ヒステリシスを広めに設定して，リレーのチャタリングを起こさないようにします。

冷
出力
ON

ヒステリシス幅

OFF

測定入力値 目標設定値

ヒステリシス

ﾏ　一　一　　一　　卿　一　一　一　鴨　　　　一　　一
一　一　，　一　一　一　一　騨　　　　一　　一一　一　　檜

目　標一扁一
一

設定値　　　　　一一一一

@　　　　〇N

一　旧　　一　＿　　一　鴨　o　一　　一　一｝　一　一　一　騨 ＿　　鞠　一　層　　幽　　■　一　噌　　　　　一　一　　一

@　〇N

一　＿　　＿　一　一　一　　一　　一　一　，　一　塵　　一

@　　〇FF

一一

ｷ度
nN

出力 OFF ’

（逆動作の例）

（

Tl　5B4A7－02
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5．11　目標設定値（正）（SP），目標設定値（副）（SP2）

●目標設定値（副）で運転中に，目標設定値（正）を表示したり，変更したいときは，運転パラメータの中

　の（SP）で行います。

●目標設定値（正）で運転中に，目標設定値（副）を表示したり，変更したいときは，・運転パラメータの中

　の（SP　2）で行います。

●（正）／（副）の切り換えは，計器外部からの無電圧接点により行います。下図に示すように，端子③④

　間の接点が解放状態の時は目標設定値（正）となり，接点が閉じた状態の時目標設定値（副）となります。

　前面のキーによる切り換えはできません。

＼」

‘目標設定値（正）

鵡二＝1（接点容量12V以上10mA以上）

目標設定値（副）
ノ

●目標設定値（副）が選択されている時は，表示部の「SP2」ランプが点灯します。

●運転画面で設定する目標設定値は，「SP2」ランプが消えているときは目標設定値（正）であり，「SP2」

　ランプが点灯している時は目標設定値（副）を表示，設定することになります。

5．12測定入力バイアス（BS）

●入力に一定のバイアスを加算し，その結果を計器内の表示および制御に使用する機能です。

測定入力値　　＋　　バイアス値　　＝　　計器内測定値

●検出部の物理的な事情で測定値が真値より一定量少ないようなことがあります。例えば，炉内雰囲気

温度を測定して材料温度に代用させるなどその1例でしょう。このような場合に利用します。

●精度以内に入っているが他の機器との数値のバラツキが気になる場合，この機能で微調整します。 ／

4
／
＼

＼、．ノ

Tl　5B4A7－02
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6．ディップスイッチによる機能の切り換え

21

　
　
　
、

　
魏
魏
』

固關固

④③②①

OFF
倉

ON

6．1キーロック／アンロックの切り換え（ディップスイッチ①）

●キーロックは，パラメータの変更を防止したい時に設定します。計器内のディップスイッチ①をOFF

　にしておくとロック状態となり，全てのキーは押されても機能しません。

　　ONに戻すとアンロック状態となり，通常の動作をします。

ディップスイッチ① ◎瞳 OFF

キーロック アン嶽ック ロ　ッ　ク

E］は納塒の状態

　また，キーロックはディップスイッチによる設定のほかに外部接点のON／OFFによる切り換えか可能です。

　セットアンプパラメータDI選択参照（P．27）

6．2　運転パラメータ／セットパラメータの切り換え（ディップスイッチ②）

●日常運転時，ディップスイッチ②はONで運転されます。セットパラメータを変更する場合にのみ，

　OFFに変えて操作します。

ディップスイッチ② o短　． OFF

パラメータ 選賑パラメー鰹　㌔ セットパラメータ
□は納塒の構

6．3PID制御／ON－OFF制御の切り換え（ディップスイッチ③）

●UT　15，　UT　14をPID制御の調節計として使うか，それとも単にON－OFF調節計として使うかはディ

　ップスイッチ③によって切り換えます。

ディップスイッチ③ ◎国 OFF

制御モード P⑳繍 ON－OFF制御
E］は納塒の状態

Tl　5B4A7，02
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6．4　正動作と逆動作の切り換え（ディップスイッチ④）

●正動作と逆動作の切り換えは，ディップスイッチ④で行います。

ディップスイッチ④
iiiiiiiiiiii難iiiiiiiiiiii OFF

制　御動作
iiiiiiiiiiiii鍵iiiiiiiiii；

正

佃は納塒の状態

●正動作，逆動作は偏差の正負に対応する出力の増減方向を定義するもので，次の表のような関係にあ

　ります。加熱系の温度制御では逆動作が，冷却系では正動作が使われます。

＼　　　ノ

測定値〉目標設定値 測定値く目標設定値

動　　作 逆動作 正動作 逆動作 正動作

ON－OFF OFF ON ON OFF

mA出力 電流減少 電流増加 電流増加 電流減少

ON－OFF時間比例 ON時間が減少 ON時間が増加 ON時間が増加 ON時間が減少

出力変化

ﾌ方向

20mA

o力値

SmA

逆動作　　　　　　　　　20mA

　　　　　　　出力値

ｪ定値　　　　4mA

正動作　　測定値

最小値 q馴直　　最小値羅最大値

＼　　　　／

Tl　5B4A7－02
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7．セツ．トアップパラメータの解説

7．1警報1の種類（AL1），警報2の種類（AL2），警報3の種類（AL3）

●警報1，2，3それぞれをどのような警報の種類とするかを表中の警報の種類コードで個々に設定します。

　OFFと設定したNo．の警報は機能しなくなります。

　ただし，警報．3は制御出力が4～20mA　DC出力，または電圧パルス出力のときのみ設定できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3．警報の種類コード

23

警報の種類

R　一　ド

警報の種類

R　一　ド

警報の種類

　　警　　報　　動　　作

i開閉はリレー接点の状態を，（点（滅）はランプの状態を示す。））
警報時

ﾚ点閉

警報時

ﾚ点開

警報の種類

　　警　　報　　動　　作

i開閉はリレー接点の状態を，（点（滅）はランプの状態を示す。）） 警報時

ﾚ点閉
警報時

ﾚ点開

警報なし OFF

ヒステリシス

ヒステリシス

@　　⇔ 閉

、閉 （点）開　　　　　諌　　　　　　　　　　　　　．．、、

測定値上限
㈱開li…………1……繍難し点） 1

1
1

偏差下限
x　報　時

�緕･
6
1
6

一　　　　警報設定点測定値

　　　　▲　　　　　　＿＿ゆ　　　　　　：

ﾎ差設定値「←一「　　測定値

@　　　　目標設定値

ヒステリシス

ヒステリシス　ヒステリシス　　（唖一一噌レ　　　　　　徊噂一一レ

閉、…撒　　　　　（滅）　　　　　　閉

@　　　　　開閉…，・　槻撒脚ウ
」r≡＝．竃晶．，．r’L．．

測定値下限 轟　　開　（滅） 2
1
2

偏差上下限
　　▲　　A　　▲一一
ﾎ差設定値　　i　　　　測定値 7

1
7

　　　　一一x報設定点測定値
@’ク勿．

　　…

剣W設定値

ヒステリシス
ヒステリシス　（点）ヒステリシス

@　　←→　平ぐ一ゆ

曲閉 （滅）開　・＿＿脳殻，職・，・、・；…、1、開（滅）

偏差上限 ㈱開　　嚇。甜． 3
1
3

上　下　限

ﾎ　差　内 8
1
8

一一
艨@　　　▲偏差設定値

ｪ定値目鹸値

　　　▲△　　＿＿→
ﾎ差設定値　　i　　測定値　　　　一　　　　　；

@　　目標設定値

ヒステリシス

@　　H
ヒステリシス

閉㌧鞭撒．

　　・

ｪ定値上限

�@励　磁
偏差下限 諜　　開㈱ 4

1
4

撫…，≡一　開、点， 9
1
9

腱設定値4L今響町　　　　　　　．　　　　　目標設定値

　▲

X定黙漏
ヒステリシス

ヒステリシス

偏差上限
x　報　時

�@励　磁

閉　　　　　　　　開（点）

5
1
5

測定値下限

�@励　磁

　　　　　　　　　　閉
i点）開　　　　　　　iliiiiii（滅）

10

Q0
蘇冷＿顛差翻直　　　　■　　目標設定値

▲慧・爾茜

●警報3は，上記の警報種類のほかにFAIL出力が可能です。

　　警報種類コード：21　本機フェイル時に警報接点を開にします。

7．2　警報1のヒステリシス（HY1），警報2のヒステリシス（HY2），警報3の

　　　　　ヒステリシス（HY3）

●警報の入り切りが激しい場合にヒステリシス幅を広めに設定します。

Tl　5B4A7－02
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7．3　熱電対K／S選択（STC）
　　　　（入力レンジコードが1のときのみ設定できます。）

●入力レンジコードが1のとき，K，　Sどちらのタイプの熱電対を使用するか選択します。

●工場出荷時には0（Kタイプ）が指定されています。Sタイプに変更する場合は，あらかじめロータリス

　イッチ④で入力レンジコードを1に設定したのち，本パラメータを1にして下さい。

●一注　意一
本パラメータを変更した場合，下記パラメータが自動的に初期化されます。

運転パラメータ　　　　：A1，　A2，　A3，　HYS，　SP，　SP2，　BS

　セットアップパラメータ：HY1，　HY2，　HY3，　PD，　RH，　RL，　SP．　UP，　SP．　DN

7．4　小数点位置（PD）
　　　　（電圧入力のときのみ設定できます。）

●1～5VDCのような電圧入力の場合，入力変更後の初期レンジは

全て0．0～100．0（無単位）となります。これを，対応する実用の工業

単位での読み値（例えば0～600（t／h）とか4～12（pH））の形にスケー

　リングする場合，小数点の位どりをコードで設定します。

＼㍉ノノ

スケーリング後の

@レンジの形
コード

一1999～9999 0

一199．9～999．9 1

一19．99～99．99 2

一1．999～9．999 3

＼、ノ／

＼）／

Tl　5B4A7－02
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／（＼

7．5　測定レンジ最大値（RH），測定レンジ最小値（RL）

　　　　（レンジ変更・スケーリング用）

●UT15／UT14では「入力レンジコード表」記載のレンジを　計器レンジ　と名付けています。

　この計器レンジ内で，任意のレンジに変更する場合，、このパラメータで設定します。

●計器レンジ以外のレンジをUT15／UT14では　測定レンジ　と呼びます。

　なお，［スパン］というのはレンジの幅を言い，次の関係になります。

　　　　　　　　　　　　スパン＝レンジの最大値一レンジの最小値

　一200℃
　　　　　　　　　　　　　　　測定レンジ

0℃ 800℃

　　　1200℃

スパン＝800℃

測定レンジ最小値 測定レンジ最大値

／＼
●新しい測定レンジになっても，計器の精度は変わりません。例外として，測温抵抗体のレンジ変更で，

100℃スパンにした場合（スパンの±o．5％±1digit），200℃スパンにした場合（スパンの±o．4％±1

digit）に向上します。

●直流電圧入力の場合，実用スケールへの換算，少数点位置の指定が可能です。

　1～5VDC入力を0．0－800．0にスケーリングする例

入力レンジ 1　　　　　　　　2　　　　　　　　3　　　　　　　　4

0。0　　　　　　　　　　200．0　　　　　　　　　400．0　　　　　　　　　600．0　　　　　　　　　800．0

5VDC
スケーリング後の
　測定レンジ

スケーリングの
　初　期　値

0．0 25．0 50。0 75．0 100．0

／（＼

！へ

7．6　出力リミット上限値（OH），出力リミット下限値（OL）

　　　　（リレー出力，電圧パルス出力のON－OFF制御のときは設定出来ません。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105％
●出力値に制限を設ける場合に設定します。制御出力の動

作範囲は出力リミット下限値（OL）～出力リミット上限値

　（OH）間に制限されます。

●最小出力になってもベース加熱量だけは確保するとか，

装置の保護のために，加熱量を完全に0％または100％に

　したくない場合に利用します。

実　際　の
制御出力値

OH

OL

一5％

0％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PID出力演算値

7．7　エラー時出力コード（EOUT）

●UT15／UT14の自己診断機能によって右表の異常と診断

　した時，制御出力を0％（またはOFF）にするのか，ある

　いは100％（またはON）にするのかをエラー時出力コー

　ド（EOUT）で規定します。

●20ミリ秒以上の停電の後の復電時の制御出力も（EOUT）で規定された値から再開始します。

100％

異常内容 表　　示

熱電対，測温抵抗体

ﾌバンアウト異常
』．ξコ∬と

A／Dコンバータ異常 εヨ55
設定データ異常 ε月5農

Tl　5B4A7－02
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Z8　アンチリセットワインドアップ（AR）

　制御運転スタート時など，大きな偏差がつづくときは，積分動作出力が蓄積して測定入力が設定値を

こえて，オーバーシュートすることがあります。これを防ぐため，UT14／15には，　PID演算を停止し，過

積分を抑制する機能（アンチリセットワインドアップ）があります。

　本パラメータ（AR）では，停止したPID演算を再開するPVとSPの偏差幅をパラメータにより設定で

きます。（本機能追加1994年7月）

　　AR：0（デフォルト値）

　　　　出力が上下限に達した時，PID演算を再開するポイントを自動的に温調計が決定します。

　　　　：0．1～999．9単位（％）

　　　　出力が上下限に達した時，偏差が比例帯のAR（％）に達した時にPID演算を再開します。

＼．）／

7．9　こう配設定上昇（SPUP），こう配設定下降（SP　DN），こう配設定単位（SPR）

●目標設定値を急変させたくない場合，あるいは一定の速度こう配で目標設定値を変化させたい場合に，

上昇，下降別にこう配の値を設定します。

●機能するのは次の3つの場合です。

　・目標設定値を変えた時

　・目標設定値の（正）／（副）を切り換えた時

　・電源を投入した時（または停電の後の復讐時）

　電源投入時，復電磁には，現在の測定値から目標設定値に向かって設定されたこう配で変化します。

（A）目標設定値を変えた時

　　
　1一目標設定値（旧）
　；

i＼　画した。う配

　i
目標設定値（新）一
　…

　「

　　争

目標設定値変更 →時間

（B）目標設定値の（正）／（副）を

　　切り換えた時

轡z蕪う配1↑
　　2
　　　　目標設定値（正）
　　1　　　　　　　　　　測定値

（C）電源投入時（または復三時）

　　↑

（正）／（副）

切り換え

目標設定値一

ノ
　設定したこう配

＼＿／

→時間 →時間

＼、　　／

電源投入

●こう配設定上昇（SP．　UP），こう配設定下降（SP。　DN）共通に，こう配設定の単位を“／時”にするのか

　“／分”にするのかを設定します。工場出荷時は“／時”に設定されています。

●出力更新周期ごとの目標設定値の増減値は，一定の分解能で切り捨てを行っています。したがって広

　いレンジで，極めて緩慢なこう配を設定した場合，長時間経過後の目標設定値で僅かな差異を生ずる

　ことがあります。

　　極端な条件で厳密なこう配設定を必要とされる場合は，プログラム調節計（UP25，　UP27，　UP30，

　UP40）をご選択ください。

＼、ノ
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／へ・

7．10フィルタ（FL）

●指示値の変動が激しく，下位の桁の数値が読みづらいような場合，緩衝器としてディジタルフィルタ

　を挿入します。パラメータは一次おくれの時定数として設定します。OFFを設定した場合はブイルタ

　は機能しません。効果の一例を示します。

入力

2秒フィルタを
入れた例

ルタを

10秒フィルタを

?黷ｽ例

冷
Z11オート／マニュアル（A／M）運転パラメータ表示（AMS）

●制御出力をオートまたはマニュアルで操作したい場合，本パラメータをONすることにより運転パラ

　メータにオート／マニュアル（A／M）切換機能が追加され，オートまたはマニュアル運転が可能です。

　（工場出荷時，本パラメータ（AMS）はOFF（A／Mを表示しない）として設定しています。）

7．12　基準接点温度補償（RJC）

●通常は調節計のRJC機能により入力の補正を行いますが調節計外でゼロコン等を用いて厳密な補正を

　行いたい場合に自機のRJC機能をOFFすることができます。

．／｛＼

Z13　Dl選択（DIS）

外部接点入力用端子③一④の機能を設定するためのパラメータです。

●目標設定値SPとSP2を切り換えたい場合，　DI選択パラメータ（DIS）を0に設定し，外部接点（③一④）

　のON／OFFにより切り換えられます。（ON時：SP2）

●外部接点にてキーロック／解除を行いたい場合，DI選択パラメータ（DIS）を1に設定し，端子番号（③一

④）のON／OFFによりキーのロック／解除が行えます。（ON時：キーロック）

　　　ほ　　
（セットアップパラメータDIS＝0のとき）

鳶
ON時：SP2

キ　ロックノ　　
（セットアップパラメータDIS＝1のとき）

鋼
ON時：キーロック

1
　
　
2
　
　
【
」
　
　
4
　
　
5

切換接点容量：12VDC以上

　　　　10mA以上

，（
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8．測定値の伝送とRS422通信（付加仕様）
＼　　／

8．1伝送出力
（付加仕様コード［Z亘亘］を付加した場合に機能

します。この仕様はUT15のみ付加できます。）

　この機能を付加しますと，温度測定値をアナロ

グの電流信号として，記録計など，離れた場所の

他の機器へ信号伝送することができます。測定レ

ンジ最小値（RL）～測定レンジ最大値（RH）に対応

して，4～20mA　DCを出力します。

許容負荷抵抗 600Ω

精　　　　度 ±0．3％（出力に対して）

mA　DC

　20

伝
送
出
力

4

記録計
μR100 　
　
1

　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　2
＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ロ　で　　
最小値　　測定レンジ　最大値
（RL）　　　（PV値）　　（RH）

ディジタル指示調節計

　　　UT15　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　4～20mA　DC　シャント抵抗
・［＝｝

一潔〔コ

〒　　　底∋〔刃

　小

i熱電対

ヒーター

電磁開閉器

MS
　　

±一ひ＿一◎

〆　　　　　　　＼

＼、ノ・

8．2　RS422通信
（付加仕様コード　／RS422　を付加した場合に機能します。この仕様はUT15のみ付加できます）

8．2．1通信概要
　UT15はHOSTとの通信により，　HOST側からUT15に対してデータを設定（変更）すること，および

UT15内の設定データ，測定データをHOST側で読み出すことが出来ます。

　RS　232Cの場合にはコンバータ（例えばZ－101HE（シャープ））を介して接続します。

＼＿／

HOST UT15 UMO5

　YEWMAC
（またはパソコン）

コンバータ
（Z－101HE）

延べ配線長500m以下

UT15

UT，　UM合わせて，

まで接続可能

　　帽　o　　／

⑬一〔幽

最大16台

＼～ノ／
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8．2．2　HOST（パソコン）側でUT15の運転パラメータを変更する方法

SETコマンドー［コマンド］一［菱列CRLF　＆：誌到量一，（終端記号）

　⊂薫⊃キーで設定するのと同じ概念です。

　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　　　　U　　　　　I　；

　　　　　　　　　　　　匹一一ヨ：　＼

　　　　　　　　　　　　回髄ヨ

　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　SP一110．OCRLF

　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　oo／

　　　　　　　　　　　晦
　　　　　　　　　　　》〔吻

　　　　　　　　　　　糞

　　　　　　　　［旧SP］1・c

0
110．0℃

コマンド 変更できるパラメータ

A1 　　　　　　　　　一x報1（AL　1）の設定値（A　1）

A12 警報2（AL　2）の設定値（A　2）

A3 警報3（AL　3）の設定値（A　3）

HY ON－OFF制御のヒステリシス
SC スーパーコード（SC）

AT オートチューニング（AT）
PB 目標設定値（主設定値）用の比例帯（P）

TI 目標設定値（主設定値）用の積分時間（D

TD 目標設定値（主設定値）用の微分時聞（D）

P2 第2目標設定値（副設定値）用の比例帯（P2）

12 第2目標設定値（二二定値）用の積分時間（12）

D2 第2目二上定値（二二定値）用の微分時間（D2）

MR マニュアルリセット（MR）
CT サイクルタイム（CT）
SP 目標設定値（正）（SP）

S2 目標設定値（逆）（SP　2）

BS バイアス（BS）

OP マニュアル運転時の制御出力値（OP）

AM オート／マニュアルの切替え（AM）

HOSTからSETコマンドを受けたUT15はレスポンスを返します。（125ミリ秒以内）

HOSTは必ずSETコマンドとレスポンスのデータとの照合を行ってください。

匝］一［玉ココー匠』CR・・　講∵誓量一タ（繍記号）

　　i●設定範囲外　　i　の場合　　iデーターは変更されず，現在設定されている　i
　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：・・・・・・・…　一・・・…　弾）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　i●キーロック中　i　　　　　　iデーターが返信されています。　　　　　　i

8．2．3　HOST（パソコン）側でUT15内のデータを読み出す方法

臨斎リド～たは一［：亟□一CR　LF　蕊i㌻選一タ（終端言、号）

　DISP＝ディスプレイの略

，（
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コマンド 読み出し可能なパラメータ

DP

制御出力値　（OP）

?ﾍ測定値　（PV）

ﾚ標設定値　（CSP）

i現在運転中の制御目標値）

ｧ御偏差値　（DEV）…（PV－CSP）

rP区分　（SNO）1篇（正）2＝（副）

i現在運転中の制御目標値の区別）

DA
警報1（AL　1）の状態　0＝OFF

x報2（AL　2）の状態　1＝ON
x報3（AL　3）の状態

へ　　　　　　
Il　　　l「

L」11
回壁ヨ1

↑
DA　1，0，一，一CR　LF

　　　　σ　　／

｛輩⑳

㍗［鞠

コマンド 読み出し可能なパラメータ

RH 測定レンジの最大値（RH）
RL 測定レンジの最小値（RL）

DV
デバイスコードUT15の場合「UT　15」というコード

A1 警報1（AL　1）の設定値（A　1）

A2 警報2（AL　2）の設定値（A　2）

A3 警報3（AL　3）の設定値（A　3）

HY ON－OFF制御のヒステリシス
SC スーパーコード（SC）

AT オートチューニング（AT）

PB 目標設定値（主設定値）用の比例帯（P）

TI 目標設定値（主設定値）用の積分時間（1）

TD 目標設定値（主設定値）用の微分時間（D）

P2 第2目標設定値（副設定値）用の比例帯（P2）

12 第2目標設定値（二十定値）用の積分時聞（12）

D2 第2目標設定値（副設定値）用の微分時間（D2）

MR マニュアルリセット（MR）
CT サイクルタイム（CT）
SP 目標設定値（正）（SP）

S2 目標設定値（逆）（SP　2）

BS バイアス（BS）

OP マニュアル運転時の制御出力値（OP）
AM オート／マニュアルの切替え（AM）

＼　　　／

＼　　／

　ホストからDISPコマンドまたはREADコマンドを受けたUT15はデータを添えてレスポンスを返し

ます。（50ミリ秒以内）

（例）

匝］一
匝コー　　OP　PV　CSP　DEV　SNO　　CRLF

［亘王コー［璽コCR　LF

／

＼　　　　　．／

8．2．4　通信する手順

①OPENコマンドを送信する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ESC）エスケープコード
　　　HOST　　　　　　ESC　O一アドレスCR　LF　　　　　　目的のUT15
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）lo，（1B）16

②目的のUT15がアドレスとOPENコマンドを認識したときレスポンスを返信する。

　　　HOST　　　　　　ESC　O一アドレスCR　LF　　　　　　OPENしたUT15

③目的のUT15はCLOSE（OPENコマンド以外受け付けない）状態からOPEN（各種コマンドを受け付

　ける）状態になる。

　　OPEN状態のUT15にはCOMランフ。が点灯

④任意のコマンド（SET，　DISP，　READコマンド）を送信する。

、）／
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⑤CLOSEコマンドを送信する

　　　HOST　　　　　　ESC　C一アドレスCR　LF　　　　　　OPENしたUT15

⑥OPEN状態のUT15はCLOSE状態となりレスポンスを返信する。　COMランプは消滅する。

　　　HOST　　　　　　ESC　C一アドレスCR　LF　　　　　　CLOSEしたUT15

8．2．5　通信時の状態遷移

　1つのUT15がCLOSE状態，　OPEN状態，エラー状態の3つの状態に移り変わる条件を次図に示し

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他アドレス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オープンコマンド受付

　　　　　　　　　　　　　　　　電源ON　　　　オープンコマンド受付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クローズ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コマンド受付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　通信クローズ　　　　　　　通信オープン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　態　　　　　　　　　　状　態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（CO鴇ンプ）　　　（CO鷺ンプ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー発生　　　　オ＿プン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エラー通報無し）　コマンド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通信エラー　　　　　　エラー発生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状態　　　　（エラー通報有り）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（co驚プ）

8．2．6　計器異常時のレスポンス

　計器異常時には異常項目に対応したデータを，DISPコマンドに対するレスポンスとして返信します。
／へ・

異　　常　　項　　目 返　送　デ　一　タ

測定値（PV）が測定レンジの105％以上 ＋OVER
測定値（PV）が測定レンジの一5％以下 一〇VER

バーンアウト

i熱電対，測温抵抗体入力断線時）
B＿OUT
@＿はアンダスコア（5F）16

冷接点補償回路（RJC）異常
　　　　PV値の直後にRを付加
if列）DP］82．3，30．5R，250。0，219．5，1CR　LF

A／Dコンバータ異常 E300

設定データ異常 E400　　　　　　　　　　・．

システムデータ異常 EOO2

，（
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8．2，7　通信エラー時のレスポンス

　送られたコマンドがOPEN中のUT15に理解できないとき，エラー項目に対応したコードを返信しま

す。COMランプは点滅します。

エ　　ラ　　一　　項　　目 返送コード
受信テキストのフォーマットが正しくない

iフォーマットエラー）
ERRLI　101

コマ≧ド（2バイト）が未定義のものがきた

iイリガルコマンドエラー）
ERR］102

データフォーマットが正しくない

iデータエラー）
ERR］103

通信エラー

iフレーミングエラー，パリティエラー等，ノイズの影響も含む）
ERRL」200

　通信エラーの場合，ERR一200のレスポンスはOPEN中のUT15のみから返信されますが，　COMラン

フ．の点滅は，CLOSE中のUT15でも行います。

8．2．8　通信関係の配線

　ホスト（パソコン）側にRS－422の接続機能がある場合には直接，　RS－232Cの接続機能しかない場合に

はコンバータ（例えばZ－101HE（シャープ））を介して接続します。

　接続例の図（A），（B）とも，母体シールド以外に変わりはありません演，異なるパネル間をまたがって

；接続する場合は，（B）の方法で配線してください。

　　パーソナル

　　コンピュータ

　　　　　　　　　　　RS－232C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2芯2対一括シールドケーブル

（A）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊R
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ↓ご↓
　　　　　UT15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×x××OO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑓餌臼卜Qつ」

　　　　　　　　　　　＃1　　　　　　　　　　　　　　　＃2　　　　　　　　　　　　　　　醤n　 （n≦；16）

（B）

＊R

（（（（Q
¥　1＋　1目））））国

ﾟ閨門，

コンバータ

y－101HE

iシャープ）

管

一一■

（（　（　（
{1十　1））　）　）

~×××ooL餌←←の「轟
7

（　（　（（
{　1十　1）　）　）　）

~×××oo
ﾉ餌臼←の「取

　　一■
@一　　　一　　　卿

@一　　　一　　　甲

@一　　一　　　陣

@一一一
V

パーソナル

コンピュータ

　　RS－232C

15TU

R＊
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（（（（q
{　1＋　「hコ））））国

X盟臨、

コンバータ

y40田E
iシヤープ）

R 7

（〈（（¥1十1））　）　）

~×××oo㏄餌卜←の角

，

（　　（　（（
{　1＋　1）　　）　））

~　×　××oo 　一

F

　　　　＃1

終端抵抗　100Ω　1／2W以上

＃2

承R
　
　
O
亀

　
　
O
Q
つ

（
1
）
×
↑

（
＋
）
×
↑

（
1
）
×
㏄

（
＋
）
×
缶

16≦ωn＃
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（ 8．2．9　通信関係のパラメータ設定

　運転に先立って，泌ず次表の通信関係のセットアップパラメータを設定しそください。手順はセット

パラメータの設定（→P．5）に準じます。

，冷

表　　示 項　　目 設定範囲 初期値 注　　　　記

月こごヂ 通信アドレス 1～16 1

』戸i三 通信速度 0～6 6
0　：150，　　1　：300，　　2　：600，　　3　：1200，

S　：2400，　5　：4800，　6　：9600BPS

戸月ヂ8 パリティ 0，1．2 0 0：なし，1、：偶数，2：奇数

5と。戸 ストップビット 1，　2 1 1：1ビット，2：2ビット

ゴ乙ε膚 データ長 7，　8 8 7：7ビット，　8：8ビット

8．2．10通信仕様

／（，

接　続　方　式 マルチドロップ

通　信　方　式 4線式半二重，EIA　RS－422A準拠

同　期　方　式 調歩同期式

通　信　手　順 無　手　順

通　信　距　離 最大500m

通信速度（BPS） 150，　300，　600，　1200，　2400，　4800，　9600

スタートビット長 1bit（固定）

デ　一　タ　長 7bitまたは8bit

パ　　リ　テ　　ィ 偶数，奇数，パリティ無し

ストップビット長 1bitまたは2bit

通　信　符　号 ASCIIコード

＊1

り
4
り
0
り
乙
2
り
乙

＊
＊
＊
＊
＊

＊11つのHOSTに対し，　UT15，　UMO5は最大16台通信可能です。各UT15，　UMO5に，個々の通信アドレス（1～
　　16）を割り当ててください。

＊2上記通信パラメータの設定を参照してください。

＊3調歩同期式のため，スタートビットは自動的に1ビット付加されます。とくに設定の必要はありません。

注）SETコマンドのデータはEEP　ROMに格納されます。書込寿命はおおよそ1万回ですので，　SETコマンドの

　　発信は必要時のみにとどめ，不必要な書込の繰返しは避けてください。

！（・

Tl　5B4A7－02



34

8．2．11プログラム例

（1）YEWMAC300使用（RS－232C内蔵）

　　　100亘）1MA＄512，D＄512

　　　110A＄＝CHRS（27）十”001”

　　　1200UTPUT　99，1；A＄

　　　130ENI罫ER　99，1；D＄

　　　140PRINT　D＄

　　　150LEFT＄（A＄，4）＜＞LEFT＄（D＄，4）THEN

　　　　　PRINT”ADDRESS　ERROR”：GOTO　270

　　　160PRINFIu℃MD＝”・
　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　170LINPUT　A＄

　　　1801F　A＄＝”END”THEN　GOTO　230

　　　1900UTPUT　99，1；A＄

　　　200ENTER　99，1；D＄

　　　210PRINT　D＄

　　　220GOTo　160

　　　230A＄＝CHR＄（27）＋’℃Or’

　　　2400TPUT　99，1；A＄

　　　250ENTER　99，1；D＄

　　　2601F　LEFT＄（A＄，4）＜＞LEFT＄（D＄，4）THEN　PRINT

　　　　　　”ADDRESS　ERROR”ELSE　PRINT”TEST　END”

　　　270END

A＄，．D＄512キャラクター

ESC　O＿01　アドレス1オープンのコマンドをA＄に格納

同上　送信

レスポンスをD＄へ読み込む

レスポンスデータの表示

A＄とD＄を比較して不一致だったらエラーにする

コマンド入力

コマンドがエンドだったら終了

コマンド　送信

レスポンスをD＄へ読み込む

レスポン．スデータの表示

コマンド入力へ戻る

BSC　C＿01　アドレス1クローズのコマンドをA＄に格納

同上　送信

レスポンスをD＄へ読み込む

A＄とD＄を比較して不一致だったらエラーにする

テストエンドと表示

END

＼　　　／

＼）ビ

（2）　PC9801（NEC）使用

　　　1　，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝：＝＝＝＝＝＝＝＝

　　　2’

　　　3’　　RS　422（RS232C）TES「r　PROGRAM

　　　4，

　　　5，

　　　6’＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　　　10　’SAVE”llUTRSTST”

　　　200PEN’℃OM：N81NN”AS幸2

　　30A＄＝CHR＄（＆HIB）十”001”

　　40　PRINT　42，　A＄

　　50LINE　INPUT素2，　D＄

　　60　【FA＄＜＞D＄THEN　PRIN7r

　　　　　”ADDRESS　ERROR”：GOTO　180

　　70LINE正NPUT”CMD＝”C＄

　　801F　C＄＝”END”THEN　GOTO　l30

　　90　PRINT　42，　C＄

　　　100L旺NE亜NPUT　42，　D＄

　　　110PRINT　D＄

　　　120GOTO　70

　　　130A＄＝CHR＄（＆HIB）十’℃01　　　　　　’

　　　140PR畳NT　42，　A＄

　　　150LINE　INPUT　42，　D＄

　　　1601F　A＄＜＞D＄THEN　PR置NT”ADDRESS　ERROR”

　　　　　　：GOTO　180

　　　170　PR置NT’，TEST　END，，

　　　180　CLOSE

　　　190END

TI　5B4A7－02

ファイル42を通信用にオープン

パリティなし，データビット8，ストップビット1

ESC　O＿01　アドレス1オープンのコマンドをA＄に格納

同上　送信

レスポンスをD＄へ読み込む

A＄とD＄を比較して不一致だったらエラーにする

コマンド入力

コマンドがエンドだったら終丁

コマンド　送信

レスポンスをD＄へ読み込む

レスポンスデータの表示

コマンド入力へ戻る

アドレス1クローズのコマンドをA＄に格納

同上　送信

レ．スポンスをD＄へ読み込む

A＄とD＄を比較して不一致だったらエラーにする

テストエンドと表示

ファイルをクローズする

END

＼、4／
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9 トラブル・停電時の対応

9．1　自己診断

●UTユ5，　UT14は電源投入時，または運転中に次表の自己診断を行います。

●異常時には，表示，各出力，通信機能がどうなるかを一覧表として示します。

自己診断異常時の動き

／ノ＼

／｛＼

表　　示 診断　内　容 測定値 制御出力 警報出力 伝送出力 RS422通信

ε5πα RAM異常 0％以下またはOFF OFF 0％以下 不　可

επ5’ ROM異常 0％以下またはOFF OFF 0％以下 不　可

ερ5三 システムデータ異常 0％以下またはOFF OFF 4mA 可

ε農ρヨ 出力コード選択異常 0％以下またはOFF OFF 0％以下 可

電
源
投
入
時
ε智農ρ 設定データ異常 正常動作

パラメータEOUT
iエラー時出力コード）

ﾌ指定に従う注1）
正常動作 正常動作 可

測定値表示部

ｬ数点の点滅
校正データ異常

動　　作
i精度保証外）

正常動作 正常動作 正常動作 可

εヨ5π A／Dコンバータ異常
測定レンジの

ﾅ　大　値

パラメータEOUT
iエラー時出力コード）

ﾌ指定に従う注P
正常動作 20．8mA 可

　〔」‘と測定値との

�ﾝ表示
冷接点補償回路異常

冷接点補償の

ﾈい測定値
正常動作 正常動作 正常動作 可

測定値表示部

ｪ定値の点滅
不揮発性メモリー異常 正常動作 正常動作 正常動作 可

』．oθと 熱電対の場合
ｪ温抵抗体の場合

測定レンジの

ﾅ　大　値

パラメータEOUT
iエラー時出力コード）

ﾌ指定に従う注P

正常動作
i上限警報） 20．8mA 可

不　　定 mV入力の場合 不　　定 不　　定 不　　定 可

運
　
　
　
転
　
　
　
時

0％

入
力
断
線

電
圧
入
力

0～5V入力の場合 0％ 正常動作
正常動作
i下限警報） 4mA 可

1～5V入力の場合
測定レンジの

ﾅ小値以下
正常動作

正常動作
i下限警報）

3．2日目以下 　可
C

「コと8　

入力下限オーぶ一
測定レンジの

@　一5％
正常動作 正常動作 3．2mA以下 可

oとぎ　 入力上限オーバー
測定レンジの

@105％
正常動作 正常動作 20．8mA

@以上
可

不　定 CPU暴走など 不　　定 0％以下またはOFF OFF 0％以下 不　可

表示部消灯 電源回路断異常 0％以下またはOFF OFF 0％以下 不　三

三1）0：0％またはOFF，1：100％またはON

注2）正常動作とは，異常状態の測定値に対応して各機能が定常的な働きを続けることをいいます。例えば熱電対がバー

　　　ンアウトの場合，警報が上限警報で設定されているときは上限警報が働きます。

　　　通信関係のトラブル対応については（R31）参照。

，（
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9．2　停電時の動作

●停電時または復電子の動作は，停電時間が20ミリ秒以内か否かにより，次表のように分かれます。

停電時の動作

20ミリ秒以内の

笂d発生時
停電がなかったと同様に，正常動作を継続。

表　　示

出　　力
電源OFFの状態

20ミリ秒以上の

笂d発生時 設定値
設定ずみのパラメータは確保。

ﾝ定最中の停電ではエラーコード（E400）を表示することもあり。

オ　　一　　ト

`ューニング

オートチューニングは中止

^転パラメータの（AT）は自動的にON→OFF。

停電発生後

恪q時
制御動作

停電直前の動作を鰹続。

ｧ御出力はセットアップパラメータ（EOUT）で指定された値かち再開始。

警報動作 待機付きの場合，待機動作を含めて再開始。

9．3対応処置
●自己診断結果に対応した処置を次表に示します。

表　　示 診　断　内　容 とるべき処置
εσ5農 RAM異常

εβσ8 ROM異常 良品と交換。

ε55三 システムデータ異常

ξρπヨ 出力コ」ド選択異常 ロータリスイッチ設定位置再確認，設定しなおし。

ε弩5π 設定データ異常 パラメータの再確認，設定しなおし。

測定値表示部

ｬ数点の点滅
校正データ異常 再校正依頼。

εヨ55 A／Dコンバータ異常

　　　‘，■’
@9一亀」し
ﾆ測定値との

�ﾝ表示
冷接点補償回路異常

良品と交換。

測定値表示部

ｪ定値の点滅
不揮発性メモリー異常

』．口億と・ 熱電対の場合
ｪ温抵抗体の場合

入力系統の計器外配線および検出端の断線を点検，修理。計

崧煦ﾙ常の場合は良品と交換。
不　　定

入
力
断
線

mV入力の場合

0％

電
圧
入
力

0～5V入力の場合

1～5V入力の場合
一〇と『ヂ

入力下限オーバー

入力電圧の確認，入力系統の入力系統の計器外配線および検

o端の断線もしくは短絡を点検，修理。

v器レンジおよび測定レンジが適切かどうかを再確認。
自とぎヂ 入力上限オーバー

不　　定 CPU暴走など 良品と交換。

表示部消灯 電源回路断異常
電源端子に正規の電圧がかかっているか確認，計器内異常の

鼾№ﾍ良品と交換。

Tl　5B4A7－02
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／へ、

10．設置・「配線

10．1取付場所
　次のような場所を選んで取り付けてください。

（1）機械的振動の少ない所

（2）腐食性ガスのない所

（3）温度変化が少なく，常温（23℃）に近い所

（4）高いふく射熱を直接受けない所

（5）電磁界の影響のない所

（6）湿度が高くない所

10．2　外形寸法およびパネルカット寸法
／λ

11章を参照してください。（→P41）

10．3取付方法
（1）パネル前面からUT15またはUT　14を挿入します。

（2）パネルへの取り付けば，付属の取付ブラケットを用いて取り付けてください。取り付けの際，ネジ

　は締め付けすぎないようにしてください。

10．4　配 線

　配線は，背面端子図を参照し，次の点に注意して行ってください。

（1）熱電対入力の場合は，所定の補償導線を使用してください。

（

（

熱電対の種類 ＋　脚 一　脚 補償導線の被覆の色

K ク　ロ　メ　ル ア　ル　メ　ル 青

J 鉄 1コンスタンタン 黄

T 銅 コンスタンタン 茶

E ク　ロ　メ　ル コンスタンタン 紫

R 白金ロジューム（13％） 白　　金 黒

B 白金ロジューム（30％） 白金ロジューム（6％） 灰

（2）測温．抵抗体入力の場合は導線抵抗が少なくて，3三間の抵抗差のない電線を使用してください。

（3）電源配線には600Vビニル絶縁電線（JIS　C3307）と同等以上の性能をもつ電線，あるいはケーブルを

　使用してください。また，必要に応じて電源にノイズフィルタを入れてください。

（4）接地は2mm2以上の太い線で，接地抵抗100Ω以下で施工してください。

（5）入力回路の配線は，とくにノイズを混入させないように配慮してください。

　（a）入力回路の配線は，電源回路や接地回路から出来るだけ離して行ってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔＼
　（b）静電誘導によるノイズに対しては，シールド線の使用が効果があります。，シールドは必要に応じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　てUT15／UT　14の接地端子に接続してください。（2点接地とならないようにご注意ください。

　（c）電磁誘導によるノイズに対しては，入力配線を短い等間隔でよって配線すると比較的効果があります。
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（6）線を端子に接続する場合は絶縁スリーブ付き圧着端子（3．5mmネジ用）のご使用を推奨します。

（7）通信の配線に関しては通信の章を参照してください。（→P．32）

（8）4～20mA　DC入力を1～5VDCに変換する場合は，別途

＼．）／

シャント抵抗250Ω（精度±01％） 形名415920

をご手配の上，取付けねがいます。

注意事項

1）UT　15／UT14にはヒューズ，電源スイッチはありません。必要な場合は別途設けてください。

　　なお，ヒューズは定格電圧250V定格電流1Aのタイムラグヒューズ（例えばアサヒ電機製ATG型）

　をご使用ください。

2）　リレー接点出力で接点容量（制御出力：250V，　AC　3A，抵抗負荷，警報出力：250VAC　IA抵抗負荷）

　を超える場合，補助リレーを用いて負荷のオン・オフを行ってください。

3）　リレー接点の出力に補助リレーのようなし負荷を使用する場合，スパーク消去用のサージサプレッ

　サ回路としてCRフィルタ（AC使用時）またはダイオード（DC使用時）を並列に入れてください。 ＼　　　　ノ

●DCリレーの場合

　UT15／UT14 ／外部直流電源

R

UTの接点　　　リレー　　　　　　　　ダイオード
　　　　　　　（リレーコイル定格は　　（リレーコイル端子

　　　　　　UTの接点容量以下　　（ソケット）に直接
　　　　　　のものを使用してく　取り付けてくださ
　　　　　　ださい）　　　　　　い）

●ACリレーの場合

　　　　UT15／UT14

1

　　　外部交流電源
／
　　　　　　，’一、、

～　　　1　1
　　　　　1　　1

　　　Rll
　　　　　l　l

　し　　　ロ

ノ…’

UTの接点　　リレー　　　　　　　CRフィルタ回路
　　　　　　（リレーコイル定格は　（リレーコイル端子

　　　　　　UTの接点容量以下　（ソケット）に直接
　　　　　　のものを使用してく　取り付けてくださ
　　　　　　ださい）　　　　　　い）

＼＼＿／

CRフィルタの代表的な例 メ　一　カ 形　　　名

松尾電機（株） CR　UNIT　953，955他

（株）指月電機製作所 SKV，　SKVB他

信英通信工業（株） CR－CFS，　CR－U他

CRフィルタの定数は，ご使用になる補助リレーメーカー

にお問合せください。
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＼

11． 一般仕様 ＼＿ノ

一般仕様

測定精度
　精度は±（計器レンジ幅に対する％）±1digitで表示。（下表）

　digitは表示の最小単位。表示の分解能と同じ値。

　熱電対の基準接点補償誤差は含まず。

入　力

激塔W
Rード

入力種類 計器レンジ 精　　　度

0 ．K
一200－1200℃
@（0℃．以下）

±0．1％±1digit

}0．2％±1diglt

1 K
一199．9～200．0℃

@（0℃以下）
±0．1％＋1digit

}0．2％±1digit

2 J 一199．9～800．0℃ ±0ユ％±1digit

3 T
一199．9～400，0℃

i一199．9～0．0℃間）

±0．1％±1digit
}0．2％±1diglt

4 E
一199．9～800．0℃

i一199．9～0．0℃問）

±0。1％±1digit
}0．2％±1digit

5 R 0－1700℃ ±0．15％±1digit

6 B 0～1800℃
i0～400℃間）

±0．2％±1digit

}5．0％±1dlglt

7 N 0－1300℃
i0～200℃間）

±0．1％±1digit
}0．15％±1digit

8 L
一199．9～800．0℃

i一199．9～0．0℃間）

±0．1％±1digit
}0．2％』±1digit

9 u 一1999－400．0℃
i一199．9～0．0℃間）

±0．1％±1digit

}0．2％±1digit

A JPt100 　一199．9～500．00C
i100℃スパンの場合）

i200℃スパンの場合）

±0，1％±1digit
i±0．5％±1digit｝

i±0．4％±1digit）B Pt100

C 0～10mV ±0．2％±1digit

D mV　DC
0～100mV ±0ユ％±1digit

E 0～5V

F
VDC

1～5V
±0．1％±1digit

電源・耐電圧・絶縁・接地

電圧 90～250VAC（フリー電源）
電．源

周波数 50／60Hz共用

消費電力 鱗膿陛云瀬馨写夢

記憶保持 不揮発性〆モリ

耐　電　圧

電源端子←→アース間……1500VACI野間

?ﾍ端子←→アース間……1000VAC．1分間

o力端子←→アース問……1500VAC1分間

絶縁抵抗 各端子←→アース間……器貢調践上

接　　　地 第3種接地

環境条件
周囲温度 0～50℃

周囲湿度 20～90％相対湿度（結露ないこと）
正常動作

条　　件 基準接点 0～50℃内±1．5℃

（計器が適 温　　度 たずし

正に連続 補償誤差 15－35℃内±1℃
動作する

ﾝ計条件）
．磁　　界 400AT／m以下

ウォーム

Aップ時間
30分以、上

入力部安定度

（±1μV／℃または±o．01％／℃

周囲温度 いずれか大きい方の値）以．下

の影響 出力部安定度

4～20mADCまたは1～5VDC
動作条件 ±0．05％／℃以．ド

の影響
入力部安定度

（±1μV／10％または±0，01％／10％

電源変動 いずれか大きい方の値）以ド

出力部安定度

（4～20mADCまたは1～5VDC
±0，05％／10％）以下

輸　送・ 温　　度 一25－70℃

保管条件 湿　　度 5～95％相対湿度（結露ないこと）

構造・寸法・質量

構　　　　造 防じん，防滴構造（前面パネル）

取　　　　付 パネル埋め込み取付（P，5外形図参照）

ケ　　一　　ス 樹脂モールド

UTI5 96W×96H×100Dmm
外形寸法 UT14 48W×96H×100Dmm

UT　15 約450g
質　　　　量

UT14 約300g

＼＿／

＼＿／

虚 名

旧名コード黒

部　名 仕様コード 内　　　　容

UT　15 ディジタル指示調節計

スタイルコード ＊A スタイルA

！RET 伝送出力付き（4～20mA　DC）
付加仕様コード

！RS422 RS－422A通信インターフェース

形　名 仕様コード 内　　　　容

UT14 ディジタル調節計

スタイルコード ＊A スタイルA

注文時指定事項

（1）形名およびスタイルコード

（2）付加仕様コード

注：レンジコード：0（熱電対タイプK），制御出力タイプ

　　コード：0（リレー出力）で工場出荷いたします。

／

＼．＿ノ

Tl　5B4A7－02



41

（・

！＼

外形図

外形寸法

96

26．2

8

口器弄

団圖

23
（

48

（パネル厚さ）

　1～10

3
1

0
0
1

⊂＝＝＝＝＝＝＝＝コ　⊆＝＝＝＝＝＝＝＝］

＝＝＝＝＝＝＝＝コ　　＝＝＝＝＝＝＝＝コ

［＝＝＝＝＝＝＝コ　　一
＝＝＝＝＝＝＝＝コ　　［＝＝＝＝＝＝＝コ

＝＝＝＝＝＝＝＝コ　　＝＝＝＝＝＝＝＝⊇

騨91＿6／／3
＿　鷹＝＝＝＝＝コ　　　　　　｝
一　　［＝＝＝＝＝＝＝⊃
一＝＝コ　　［＝＝＝＝＝＝＝コ
［＝＝＝＝＝コ　　匡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⊃

［＝＝＝＝＝＝」　［＝⊃＝＝＝＝コ

さ）

コ 96

（パネル厚さ）

　1～10

13 100

最大最大
X1．6113

厚さ） l
l

パネルカット寸法

　　　　　　　　　単位：mm

92

最小117

T

最小1「
十
〇
．
8

20 ↓

　十〇8X20

最小70

π
　92＋1’6

」

、／（＼

，（・

TI　5B4A7－02



．
＼
．

＼

）

、

＼　／
）

＼＿／

＼4



（

／（

（



／

＼、　　／

）

し

＼　　　 ．／

＼、ノ．／

YO樋C）GAWA◆ 横河電機株式会社
お問い合わせば

営業統括本部　（03）349－0087
（東京オフィス）
〒163東京都新宿区西新宿1－25－1〔新宿センタービル48間

　　新宿センタービル内私書箱4125号

東部支社（048）647－6385
〒331大宮市桜木町1－441（ソニックシティビル21階）

横浜支社（045）212－8154
〒231横浜市中区山下町89－1〔シイベルヘグナービル2階｝

中部支社．（052）586－1666．
「一450名古屋市中村区名駅南1－27－2｛日本生命笹島ビルiO階｝

関西支社（06）305－6735
〒532大阪市淀川区西中島5－4－20（中央ビル3階）

中四国支社（0862）21一．1411
T700岡山市柳町1－1－1（住友生命岡山ピル18階｝

九州支社（092）272－1731
〒812福岡市博多区冷泉町5－35幅岡紙園第一生命凶レ7階）

本　　社（0422）52－5622
〒180東京都武蔵野市中町2－9－32．

支　　　店
北海道〈OlI）2D5－5955
東1ヒ　　（022＞255－53DI

千葉　　（0436）61－6751

豊田　（0565）33－1611
1ヒ陸　　（D762）31－5301

営　業　所
新5易　　〔025｝241－3511

宇書区宮（0286）37－7421

高崎　　（0273）22－0757

水戸　〔0292）27－2811
筑波　　（0298）55－0830

鹿島　（0299）82－2352

京葉　（0474）33－9456

厚木　（0462）22－1005

富士　（0545）51－6616

浜松　（0534）52－3855

四日市（0593）51－1750

京滋　（0775）26－4p71

神戸　〔D78）242－1921

広島　（082）221－5613

四国　（0878）21－0646
斗ヒ九り噛1L1（093）521－7234

東大阪（06）909－4431
ネロ歌山（0734）31－7347

水島　（0864）24－3238

．福山　（G849）23－2301
徳．R　（0834）32－4004
伊予三島（0896）24－1379

新居浜（G897）33－9374

松山　（0899）31－2064

長崎　（G958）47－4394

大分　（0975｝38－2775

鹿児島（0992）27－5255
沖縄　　（D988）62－2093

横河エンジニアリングサービス株式会社

本社　（0425）34－IIOIサービス工場（0425）34－II50

支社・営業所

東部　（044）266－OIO7

西部　（06）788－2221

中四国（0862＞21－1411

千葉　　 （0436）61－2381

中部　（052）774－6261

九州　（093）551－0443 P－6　1＼一ノ

記載内容は、お断わりなく変更することがありますので、こ『了承ください。 Printed　in　Japan，502（YG）



（TechnicalInfo『mationUT15／UT14ディジタル指示調節計の機能〆ノ幅A、〉刀U吊5　　　　ディジタル　　　　指示調節計／Uれ4o五ミ　　●♪蟹ラ駆　　’型く，（、　この機能説明書（TDは，ディジタル指示調節計iUT15およびUT14の機能について記述しています。　i　TIの内容は取扱説明書（IM）に記載されている　i機能に加えて，この調節計を更に幅広くご活用い　iただくための拡張的な機能を記述しています。　　i　この調節計のもつ優れた特長，幅広い適応性を　iより深くご理解いただき，ご活用くださいますようお願い申しあげまする　　　　　　　　　　　i，（・YOKOGAWA◇横河電機株式会社Tl　5B4A7−021995．3．1初版2機能説明書（TI）の履歴1995年2月　　TI　5B4A7−02新版UT15およびUT14は1995年3月初旬製造分より，機能・性能を拡張・向上しました。従来製品との区別のため前面パネル上の乙名表記にEを付加しています。操作やさしいで賞操怨難目次1．かんたん操作1．1各部の機能・………・………・………・…・……1．2　キー操作の原則・………………・・……・……　　1．2．1　目標設定値の設定（数値の設定）…………　　1．2．2　運転パラメータの設定…・…………　　1．2．3　セットアップパラメータの設定一　…・　　　　…………4　　　………………・・4・……………@　　　　・5　　　　　　　　　　・5　　　　…・　　　　　・5たさいで賞熱電対10種、直流電圧、さらに測温抵抗体　のすべて搭載！出力じゅうなんで賞リレー、電圧パルス、直流電流をすべて　　搭載！2．ユニバーサル入・出カ　　………　　　・一一6　　応用例………………・・……………・・一一　　・8制御　たしかで賞簡単操作でオーバーシュートをおさえる区王　　機能つき！3．オーバーシュート抑制機能「スーパー」・104．幅広い機能変化　　パラメーター覧・設定フロー………・　…・・125．運転パラメータの解説5．1　警報設定値1（A1），警報設定値2（A2），警報設定値3（A3）一一　　　　　・145．2　オート／マニュアル（AIM）…一………・……………・…………　　…・　　…145．3　スーパーコード（SC）・…・………・・………………・・………………一一………155．4　オートチューニング（AT）………・…・…・……………・・…・……　　　　　　　155．5比例帯（P，P2）…・……　　　　　　　　　　　　　　165．6　積分時間（1，12）…・・…………・……・・…………・・……一…　　　　　　　・・175．7　微分時間（D，D2）………・…一・・………・………・…一一…　　　　　　…185．8　マニュアルリセット（MR）…・…・……………………・…・・…・　　・…　　　　・185．9　サイクルタイム（CT）…・……一…・………………………・……・　　　……・195．10　0N−OFF制御のヒステリシス（HYS）…一………・………・・　　　　……・195．11　目標設定値（正）（SP），目標設定値（副）（SP2）……………・・　　　　　一…205．12　測定入力バイアス（BS）・・……………・……・・…………・………　　　　　　206．ディップスイッチによる機能の切り換え6．1キーロック／アンロックの切り換え……………・…・……6．2運転パラメータ／セットアップパラメータの切り換え一6．3　PlD制御／ON−OFF制御の切り換え……・一・………・………・6．4　正動作／逆動作の切り換え………・………・・…・…………　・21・…Q1…21・…Q2　　　Tl　5B4A7−02無ノ、＼＼　　　　〆／＼「、＿〆＼ノr，r＼／へ、（〆、（機能ほうふで賞パラメータひとつで　拡がる用途！通信じゆうで賞コミュニケーション　自由自在！3Z　セットアップパラメータの解説Z1　警報1の種類（AL1），警報2の種類（AL2），警報3の種類（AL3）…………・…・237、2　警報1のヒステリシス（HY1），警報2のヒステリシス（HY2），警報3のヒステリシス（HY3）・…237．3　熱電対KIS選択（STC）…………………・…・・…………………………・…………247．4　小数点位置（PD）・…・…………・……………・・…・一…・…………・………………247．5　測定レンジ最大値（RH），測定レンジ最小値（RL），（レンジ変更・スケーリング用〉・25Z6　出力リミット上限値（OH），出力リミット下限値（OL）…・…………・…………25Z7　エラー時出力コード（EOUT）…・………・・…………・………………………・……25Z8　アンチリセットワインドアップ（AR）……・・……・・…・……一……・……・一…267．9　こう配設定上昇（SP　UP），こう配設定下降（SP　DN），こう配設定単位（SP　R）一267．10　フィルタ（FL）………………………・………・……・・…………・…・……・…………277．11オート／マニュアル（AIM）運転パラメータ表示（AMS）・………………・………277．12　基準接点温度補償（RJC）…………・・………・……………一……・・…・・…………27Z13　DI選択（DIS）……………・……・・…………・・…・…・…………………・……一・…278．測定値の伝送とRS422通信（付加仕様）8．1伝送出カ……………・…8．2　RS422通信……………一・………・……8．2．18．2．28．2．38．2．48．2．58．2．68．2．78．2．88．2．98．2．108．2．11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・28通信概要・………・………・……・…・………・…………………………　　・28HOST（パソコン）側でUT15の運転パラメータを変更する方法一　　・29HOST（パソコン）側でUT15内のデータを読み出す方法…・…・…　　・29通信する手順……・………・…・…・　　　　　　　　　　　　　　　・30通信時の状態遷移………・…………………・………・………………　　・3濯計器異常時のレスポンス…・…・…………・……・………・…・・………　　・31通信エラー時のレスポンス………………・・……・・…　　　　　　　・32通信関係の配線・………・…………　　　　　　　　　　　　　　　32通信関係のパラメータ設定…・…………・…・一……一……・…・　　33通信仕様・……・…………・…・……　　　　　　　　　　　　　　　・33プログラム例………・・………・・………………・・………・・………・…　　・349、9．19．29．3トラブル・停電時の対応自己診断………………・・………　………停電時の動作…………　　　　　　　　　・…対応処置・・………………・……………　　　　　　・…　○（◎633310．設置・配線10．1取付場所………………　　　　　　　．．．．10．2外形寸法およびパネルカット寸法・・10．3取付方法・………・………・………・…・…＿・・10．4配　　線………………　　　　・．・．　　．．＿　　背面端子図……………　　　　　…・　　　・37　　　・37…・@　・37　　　・37　　　・3911．一般仕様一般仕様　形名…・外形図・…　　　　　・40………・…@・41Ti　5B4A7−024■1かんたん操作＼．、．．＿ノ1．1各部の機能警報表示ランプ　2個（赤）AL1……警報1発生時に点灯AL2……警報2発生時に点灯。♂出力表示ランプ　1個（赤）注：警報3は表示ランプがありません。状態表示ランプ　3個（緑）SP2……目標設定値（副）が選ばれて　　　　いるとき点灯　　　　目標設定値正または副のい　　　　ずれが選択されていてもマ　　　　ニュアル運転中は点滅。COM…・通信状態時に点灯，通信工（UT15のみ）ラー時に点滅A予……・オートチューニング中点滅�n　督剛’iヨπ農℃。。。・即’5后5　　糀OAT鰯口罫∈動∈動　　ヤ�o◆OUT……（1」レー出力のとき，または電圧パルス出力　　　　のとき）出力ONで点灯　　　　（4〜20mA出力のとき）出力の大きさに対応し　　　　て点灯時間比率が段階的に大きくなる点滅測定値（PV）表　示　部4桁（赤）　7セグメントLED（鐸蒜記号表示）・行・・設定値（SP）表　示　部4桁（赤）　7セグメントLED（パラメータ数値表示）も行う。／＼．　／）『藷P　セットエンターキー：パラメータを選ぶとき，設定数値を変えるときに操作。酊E〕・・プキー設定数値を増加させ・．桁上げ・自動的・行われ・．団ダ・・キー・設定数値を減少・せ、．桁下げ。自動的。行われ、．負数の設定もできる．　　　●アップキー，ダウンキーは押し続けると数値の変わるスピードが段階的に速くなる。UT14の場合も上記に準じます。1．2　キー操作の原則キー操作は3種類に区分されます。　　　　　　　　●目標設定値の変更。　　　　　　　　●運転パラメータ（日常の運転操作で必要なパラメ．一タ）の変更　　　　　　　　●セットアップパラメータ（計器の機能を設定するパラメータ）の変更　　ON　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OFF．（工場出荷状態）ディップスイッチ@　�A番目？3秒以上　『『3秒以上ENT　　　　　　　　　または　　　　　　　　　1分以上キー操作なし□運転画面●電源を投入すると，計器の表示部は運転画面となります。・目標設定値は運転画面上で〔ヨキー，団キーによりいつでも　変更できます。運転画面号電源投入・［麺ヨ・＼勘一ノ．SPヨ5且5＼）／Tl　5B4A7−025（、1、2、1　目標設定値の設定（数値の設定）・〔ヨキーまたは団キーで設定慨変えると，小数　点が点滅します。●数値が正しいことを確かめ，　⊂記キーを押します。小数点の点滅が消えて，新しい数値で運転が行われます。●以下，各パラメータの数値の設定は同様に行います。運転画面ラ〔云〕「〔ヨ｛孟ヨ・SPつ弓猛▽　　点滅⊂⊃　　　　　SET　　　　　ENT・［麺ヨ・　ヴ「，昂　�e昌SP　　‘　　‘胆‘・”畢響・秒以上合マ　　　　　　　1分以上キー操作3秒以上または　　　　　　　なし〆（・1．2．2　運転パラメータの設定　　　　（日常の運転操作で必要なパラメータ）●運転画面で？キーを3秒以上押すと警報設定値　　　　　　　ENT　の設定画面となります。●続いて⊂蕪）キーを押すごとに別の運転パラメータの設　定画面に変わります。一巡すると再び警報設定値1（A1）　の設定画面にもどります。●変えたい運転パラメータの設定画面で数値の設定（上記）　を行います。●運転パラメータの設定画面で⊂詔キーを3秒以上押す　　　　　　　　　　　　　　ENT　と，運転画面にもどります。●キー操作を1分以上行わないと，自動的に運転画面にも　どります。・｛亘五］・即呂π且農　　運転パラメータの　　設　定　画　面「；∫二野顛1　　　　　　　　　∈∋〔∋1（数値の設定）iL＿＿＿＿＿＿＿」爵，（／へディップスイッチ�AをOFF1．2．3　セットアップパラメータの設定　　　　（計器の機能を設定するパラメータ）●内器を引き出し，ディップスイッチ�AをOFFにしてもと　に戻します。（詳細後記）●電源を投入すると警報1の種類（AL1）の設定画面となり　ます。●続いて⊂話⊃キーを押すごとに別のセットアップパラメ　　　　を　　一タの設定画面に変わります。一巡すると再び警報1の種類（AL　1）の設定画面に戻ります。●変更したいパラメータの設定画面で数値の設定（上記）を　行います。●内器を引き出し，ディップスイッチ�A牽ONにしてもと　に戻します。電源投入・月L‘σ℃・〔コ♂セットアップpラメータの　　設定画面　　　　立「一一一一　一一「｝1灘’濃鷲1〔ヨ団L＿＿＿＿＿＿＿」ロ謹肝Tl　5B4A7−0262．ユニバーサル入・出力入・出力の変更が自由自在ロータリスイッチ�G（OUTPUT），∫∠kディップスイッチ勿眺．　　　、ロータリスイッチ　�C（INPUT）s＼　　／＼　　／●ベゼル下部のストッパーを指で押し上げながら，ベゼルを手前に引くと内器が引き出せます。●図はUT15の例を示しておりますが，　UT14の　場合もこれに準じます。　　ノノ2＼＿ノ／Tl　5B4A7−027、（／へ表1．入力レンジコード入力の種類計器レンジ入力激塔WRードi注2）K一200〜1200℃0K一199．9〜200．0℃S・　　　0〜1700℃1（注3）J．　　一199．9−800．0℃2JIST一199．9〜400．0℃3熱電対E「　　　一199．9−800，0℃4R0〜1700℃5B0〜1800℃6N0〜1300℃7L一199．9−800．0℃8DINu．　　　　一199．9〜400．0℃9JPt100一199．9〜500．0℃A測温抵抗体@（注DPt100一199．9−500．0℃B0〜10mVC0〜100mV　1D直流電圧0〜5V　　’下記の範囲内でスケー潟塔O可能@一1999〜9999@−199．9〜999．9@−19．99〜99．99@−1，999〜9．999E　　　　　’P〜5VFロータリスイッチ�C（INPUT）●計器内のロータリスイッチ�Cの切り換えと，端　子部の接続換えにより，同じ計器を表1日中の任意の入力種類，計器レンジに切り換えること　ができます。●注　意入力レンジコードを変更すると下記パラメータ　は自動的に初期化されます。　運転パラメータ：A1，　A2，　A3，　HYS，　SP，　SP2，　BS　セットアッフツぐうメータ：HY1，　HY2，　HY3，　PD，　RH，　　　　　　　　　　　RL，　SP．　UP，．SP　DN（注1）JIS’89　JPt　100，　JIS’89　Pt　100／DIN（注2）ロータリスイッチ�Cの設定ポジションの番号と同じ（注3）入力レンジコードを1に指定すると，セットアップパラメ　　　ータの設定により，熱電対KかSどちらか一方を選択でき　　　ます。／｛＼、．（・表2．制御出力タイプコード制御出力形態仕　　　　様制御出力コード　（注3）リレー出力條ﾔ比例PID接点容量：250VAC3A（抵抗負荷）Tイクルタイム：1〜120秒過　　（注4）0電圧パルスo力條ﾔ比例PID8議長撫下（舘翻．サイクルタイム：1〜120秒1連続出力PID出力電流4−20mA（負荷抵抗600Ω以下）ｸ度±0．3％（出力スパンに対して）o力更新周期：500ms2ロータリスイッチ�G（OUTPUT）　φOO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●計器内のロータリスイッチ�Lの切り換えと，端　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子部の接続換えに．より，同じ計器を表2の中の（注3）。＿タリスわ．チ�Lの設定ポジシ。ンの番号と同じ　　　　　任意の出力形態に切り換えることができます。（注4）使用リレーは松下電工製DSP1−DC12V：　誤って，ロータリスイッチ�Bを0，1，2以外のポジションに設定した場合には，電源投入後，運：i転画面とはならずうエラー表示　ξπσヨ　となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・・　●　●　・　o　●　，　・　●　・　o　O　■　o　o　●　●　●　●　●　●　o　●　●　●　o　o　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　o　●　●　●　●　●　●　o　●　9　●　●　●　o　●　●　●　o　■　●　●　●　●　●　●　o　●　●　o　o　o　●　●　9　・　・　●　・　・　，　o　●　●　g　o　■　●　●　o　・　・　●　・　・　●　●　●　●　●　…　　　　o　．　●　・　o　●　・　■　○　●　…　　　　●　．　●　●　o　・　●　●一一．■一一一一一■一昌■一昌騨■一圏■一圃髄脚駒網輔一一．一陶一齢脚印一騨一・P餉脚幽一一一“一一■■一一■一一．■9一一一■一．■一一■■・一一一騨騨一・鱒脚一一一一一一一一一．■一賜一一一一圏胸一一一一．一一一．一一．■一昌■一一■■一．　電源投入直後，運転画面の表示以前に，約2秒間，形名，入力コード，出カコードが表示されます。ゴ…1……………●……・形名UT15のとき15，　UT14のとき14　iコ　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コii　i…………・…入力レンジコード表1　　　　　　　i■　　　　　，　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8ゴ…’…制御出力タイプコード表2PV’5農農1一一．一一層■一冒一一一一■一．■■一．一一一．■一昌ロー一瞳一一鱒一一ロー■・一“．一■一一印■一．一一一．■一ローρ，一卿同“一髄一一冒一“一．一一．■■一．■一一■一凹馴一一噸噂一．一一●．一一一．一一冒．一一■一一．一一胃■一■燭騨一噂Tl．5B4A7−028○測温抵抗体入力　リレー出力時間比例PID測温抵抗体ディジタル指示調節計　　　UT15　　・［＝⊃　　　・ゆ潔〔コリレー出力4〜20mA　　DC記録計μR100シャント抵抗ρ一一一@一一@　　　　一一　　　　＿　　＿@一一電磁弁各種温水槽・蒸気釜蒸気○熱電対入力　電圧パルス出力時間比例PIDディジタル指示調節計　　　UT　14團各種工業炉　　　　勿1　警報ブザーL一＿一熱電対　　　クヒーターヘハ誇電圧パルストライアック〜TI　5B4A7−02＼．　　／＼　　／＼　　／9／へ・○測温抵抗体入力　連続出力PID／へ・ディジタル指示調節計　　　　UT15双−」測温抵抗体．9e鍋　各種電気炉　HOST（パソコン）＿＿D〈＿［』1　　　　　　　　　回堅∋　　　RS　422　　　　　　　　　　　　　z4〜20mADCサイリスタYPシリーズ〜（／｛＼、〆Tl　5B4A7」02103．オーバーシュート抑制機能「スーパー」＼」UT15，　UT14には標準で搭載■「スーパー」は温度制御に最も効果的です。●オーバーシュートを抑制したい時●立ち上げのスピードを早めたい時●負荷変動が多い時●設定値の変化が頻繁な時■「スーパー」はベテランのオペレータと同じ働きをします。●オーバーシュートし易い制御対象を運転する場合，熟練オペレータは目標設定値をあらかじめ低めに　設定しておき，制御結果を見ながら徐々に正規の目標設定値に近づける操作を行います。「スーパー」　は，このベテランのオペレータがやるのと同じ操作を「ファジィ推論」を応用して行います。■「スーパー」は伝統あるPlD制御と最新の「ファジィ推論」とを融合させたソフトです。●オートチューニング（→P．15）を実行し，PID定数とプロセス特性（むだ時間，時定数）を求めます。そ　して偏差を監視し，オーバーシュートの危険を察知すると自動的に目標設定値を幾分低い仮の値（内　白白定値＝SSP）に変えて制御します。　　このようにしてプロセスの偏差を監視しながら，オーバーシュートの心配のない範囲では少しつつ　正規の目標設定値にもどしていきます。●「ファジィ推論」とは前記アンダーラインで示したように，幾分低いとか，少しつっというような，極　めて人間的な，感覚的表現をベースとして推論する「あいまいな情報に基づく推論」をいいます。／　　　　　、＼　　／目標値設定部目標値　　　　　　設定値セレクタ目標値（SP）　　　　　　　　　　　　PID　　　　　　　　　　　　演算部（SP＞補助目標値設定部補助目標値（SSP）操作プロセス劇Kギ口補助目標値ト目標値ロセス量iPV）；Iiプロセス量i∫2　　　　　　　　　　　　　時間ファジィ推論＼、一．ノ／開始層「スーパーはON−OFFができます。●「スーパー」をオフにすると，「スーパー」は機能せず，オペレーターの設定する，通常のPID制御を行　います。工場出荷時は「スーパー」はオフに設定されています。●「スーパー」をONにすると，オートチューニングをかけた時は，　UT15／UT14が計算したPIDの値に　基づいて「ファジィ推論」を実行します。　定数設定をマニュアルで行った時は，オペレーターが設定したPIDの値に基づいて「ファジィ推論」を　実行します。最適の設定値とは限りませんが，与えられた条件の中で最適調整を行ないます。Tl　5B4A7」0211（．／｛＼「スーパー」オン・オフの比較例上昇→定値変化時の応答　　　　　「スーパー」OFFの場合↑温度←時間↑温度「スーパー」ONの場合←時間目標設定値の急変に対する応答　　　　　「スーパー」OFFの場合↑温’度←時間↑温度「スーパー」ONの場合←時間．（外乱に対する応答　　　　　「スーパー」OFFの場合「スーパー」ONの場合↑温度←時間↑温度←時間（、Tl　5B4A7−02124．幅広い機能変化　各種のパラメータ，ことにセットアップパラメータの設定変更により，計器の機能は大幅に変化，用途は益々ひろがります。（個々のパラメータの詳細については解説頁を参照ください。）　�M：性能・機能拡充に伴うパラメータの追加パラメーター覧・設定フロー　　　　ディップスイッチ�A　　　　　　　　曇，投．三π．ヨ定フローOFF運転画面SP（SP2）運転パラメータの設定目標設定値計器レンジの最小値一最大値注1）℃注3）（正）または（副）ｻ在運転中の制御目標値i計器レンジの最小値）※月♂月ε月ヨ注4＞　　　�M月’汚注5）　　　�DPID制御のとき表示5f月と戸σσ二三�M1＝0のときのみ表示’三．�MON−OFF制御のとき表示ご三　　　　　　　ロロ　　　　　　　　　コ出力のときiゴ「画一　　　　iのみ表示＼：：：：：：：：：翼　　　　　　ごと　　i�J月劉55戸5戸三※』5記号パラメータ設定範囲単位　注　　　　　記i）内工場出荷時の値ユーザL入用解説Q照頁A1警報設定値1（計器レンジの最大値）14A2警報設定値2（絶対値警報のとき）v器レンジの最小値〜最大値注1＞i偏差警報のとき）v器レンジのスパンの一100〜100％注2）@　　　7℃注3＞（計器レンジの最小値）14A3警報設定値3（計器レンジの最大値）14A／Mオート／マニュアルﾘ換MANまたはAUTO一セットアップパラメータAMS≠nN時，本パラメータを表ｦ。（AUTO）14SCスーパーコードOFF，またはON一OFF：スーパー機能せず。nN：スーパー機能する。@　　　　（OFF）15ATオ　　一　　ト`ューニングOFF，またはON一OFF：オートチューニング停止。nN：オートチューニング開始。@　　　　（OFF）15P比例帯0．1〜300．0％（5．0）161積分時間OFF，またはP〜3600秒OFF：積分動作なし。@　　　（240）17D微分時間OFF，またはP〜3600秒OFF：微分動作なし。@　　　（60）18P2第2目標設定値用@　比例帯0．1〜300．0％（5．0）1612第2目標設定値用@　積分時間OFF，またはP〜3600秒OFF：積分動作なし。@　　　（240）17D2第2目標設定値用@　微分時間OFF，またはP〜3600秒OFF：微分動作なし。@　　　（60）18MRマニュアルhJセット一5．0〜105．0％積分動作なしのときのみ設定ｪ可能@　　　　（50，0）18CTサイクルタイム1−120秒（10）19HYSON−OFF制御の@ヒステリシス計器レンジのスパンﾌ0〜100％注2）℃（計器レンジのスパンの0．5％）19SP目標設定値（正）計器レンジの最小値一最大値注1）℃注3）現在運転中の目標設定値が（正）（副）｢ずれであるかには関係なく設定可能。i計器レンジの最小値）20SP2目標設定値（副）計器レンジの最小値〜最大値注1）℃注3）現在運転中の目標設定値が（正）（副）｢ずれであるかには関係なく設定可能。i計器レンジの最小値〉20BS測定入力oイアス計器レンジのスパンの黷P00〜100％注2）℃注3）（0．0）．20注1）スケーリングした場合にはスケーリング後のレンジ（測定レンジ）の最大値，最小値。注2）スケーリングした場合にはスケーリング後のレンジ（測定レンジ）のスパン。注3）熱電対，測温抵抗体のとき℃，電圧入力のとき無単位。注4）警報3は，制御出力が4〜20mA　DC出力，または電圧パルス出力のときのみ表示します。注5）A／Mパラメータは，セットアップパラメータAMSをONしたとき表示します。Tl　5B4A7−02＼＿／＼、＿、〆／／　　　　＼＼＿／＼　　　／（、（／　　＼（、、（．セットアップパラメータの設定13電源投入論驚縮とごi表示　　　●’●。・’●●●●………’・●電圧入力のとき月L’月L三・月Lヨ月蟹’月島三月自白の■●oo■●■■L　●o●●●・．L▼▼・・」』。，…酬鯖お齢’●…一正…・…・3舞禦を1罰’四●””1戸百　月　　、βL●●・鱒，・。。●●●●。．．．・。。A。。。．．．。鱒．。。。．．．．。。．．●εoμと月ヂ．5戸⊥炉5戸．ごn5戸．戸FL●　・　・　●　o　o　●　●　●　●　●　●　9　■　o　■　●　・　O　o　　　　　　月4ご虐　　　　　　　　　王　　　　　　』戸5通信機能　　　王付きのときi戸月ヂ’…のみ表示　　　王　　　　　　5と。戸　　　　　　　　　王　　　　　　d⊥凸ri�M�M．�M　　�M　　�ML1へ．記号パラメータ設定範囲単位．　注　　　　　記．i）内工場出荷時の値ユーザL入用解説Q照頁ALl警報1の種類OFF，または1−20一OFF：警報なしRードは別表3（P23）参照@　　　　（1）23AL2警報2の種類OFF，または1．一20一OFF：警報なしコードは別表3（R23）参照．@　　　　（2）23AL3警報3の種類OFF，または1〜21一OFF：警報なしコードは別表3（P．23）参照@　　　　（1）23HY1警報1のqステリシス計器レンジのスパンﾌ0−100％注3）℃注3》（計器レンジのスパンの0．5％）23HY2警報2のqステリシス計器レンジのスパンﾌ0〜100％注3）℃注3）（計器レンジのスパンの0．5％）23HY3警報3のqステリシス計器レンジのスパンﾌ0〜100％注3｝℃注3）（計器レンジのスパンの0．5％）23STC熱　電　対j／S選択（タイプK）　（タイプS）@　0　または　1一．入力レンジコード…1のときﾌみ設定できま曳@　　　　　（0）24PD小数点位置0，1，2，3『電圧入力のときのみ設定できますb@　　　　　（1）0：□ロロロ　　1＝□□□．〔〕2　：［コ［コ，ロロ　　　3　：口．［］□［コ24RH測定レンジﾅ　大　値計器レンジの最小値〜最大値　ただしqL＜RH℃注3）徽溜最鳩25RL測定レンジﾅ　小　値計器レンジの最小値〜最大値　ただし「qL＜RH℃注3）鰻�gの最小値）25OH出力リミット縺@限　値出力の一5，0〜105．0唐ｽだしnしくOH≦105．0％％時間比例PIDのON−OFF制御�除き，設定できます。@　　　　（100．0％）25OL出力リミットｺ　限　値出力の一5．0〜105．0唐ｽだし一5．0％≦OしくOH％時間比例PIDのON−OFF制御�除き，設定できます。@　　　　（0．0％〉25EOUTエラー時o力コード0：0FFまたは0％P：0Nまたは100％一バーンアウト，またはA／Dコンバータ異常のときの制御出力を，0％にするのか，100％にするのｩを設定します。　（0）25ARアンチリセ．ット純CンドアップOorO．1〜999．9％停止したPID演算を再開するoVとSPの偏差幅を設定しまｷ。　　　（0＞26SP　UPこう配設定上昇OFFまたは，計器レンジﾌスパン最小値〜最大l／時／または／分注2）℃／時氏^分高R）26SRDNこう配設定下降OFFまたは，計器レンジﾌスパン最小値一最大l／時／または／分注2）℃／時氏^分高R）目標設定値の変更時，正＄副ﾘり換え時，電源投入時，設閧ｳれたこう配で制御目標値�変化させます。こう配の時ﾔ単位はSP．　Rで設定します。@　　　　（OFF）26，SPRこう配設定単位0．1一0：℃／時注3）P：℃／分@（0）26FLフィルタOFF，1〜120秒入力が振動的な場合（1次おくれ梺關煤jを設．定します。nFF：フィルターなし。@　　　　（OFF）27ADDR通信アドレス1〜16一ホスト側から見たUTの番号�設定します。@　　　　　（1）33BPS通信速度0，　1，2，3，4，5，6一コードは（P．32）参照。@　　　（6）33PARIパリティ0，1．2一0：ノンパリティP　：イ禺数　　　．2　：奇数@　　　（0）33STOPストップビット1．2一1：1ビットQ：2ビット@　（1）33D．LENデータ長7．8一7：7ビットW：8ビット@　（8）33AMSA∠Mパラメータ@表示選択OFFまたはON一OFF：AIMパラメータを表示しないnN：A／Mパラメータを表示する@　　　　（OFF）27RJCRJC　ON／OFFOFFまたはON一OFF：非加算nN：加算@　（ON）27DISD工選択0または1｝0：第2目標設定値切換P：キーロック／解除　．@　　　　（0）27喝Tl．5B4A7−02145．運転パラメータの解説5．1警報設定値1（A1），警報設定値2（A2），警報設定値3（A3）●警報には1，2および3の3個あります。工場出荷時には，警報1は測定値上限警報として，警報2は測定値下限警報として，警報3は測定値上限警報として設定されています。ただし，警報3は，制御出力が4〜20mA　DC出力または電圧パルス出力のときのみ設定できます。●警報設定値，警報ランプ，および警報出力は同じNo．が対応しています。警報警報設定値警報ランプ警　報　出　力出力端子1A1AL　1�L�M2A2AL　2　　　　無電圧リレー接点ﾚ点容量250VACIA（抵抗負荷）�K�M3A3警報ランプは?閧ﾜせん　　　　無電圧リレー接点ﾚ点容量250VAC3A（抵抗負荷）�H�I�J●警報1，2および3それぞれをどのような警報の種類とするかは，セットアップパラメータの中の警報　1の種類（AL1），警報2の種類（AL2）および警報3の種類（AL3）で変更できます。（→P．23）●設定の形態として，測定値警報，偏差警報，偏差範囲警報とに分けられます。測定値警報偏　差警報偏差範囲警報測定値上限，測定値下限偏差上限，偏差下限偏差上下限，上下限偏差内警報点の直読数値を設定目標設定値からの一方向偏差幅で設定@　　　　　　　　目標設定値@　　　　　　　　　120℃目標設定値からの両方向偏差幅で設定@　　　　　　　　目標設定値@　　　　　　　　　120℃警報設定値i偏差範囲内）警報設定値ﾎ差範囲内）125．5℃偏差警報設定値i偏差下限）警報設定値5．5℃5．5℃　5．5℃●警報機能を使わない場合には，セットアップパラメータの中の（AL1），（AL2），（AL3）に“OFF”を設定します。5．2　オート／マニュアル（A／M）　通常（工場出荷時），出力操作は自動になっていますが以下のオート／マニュアル選択手順によりマニュアル運転を選択すると手動で出力操作を行えます。●オート／マニュアル選択手順�@セットアップパラメータAMSをONまたはOFFにします。　　セットアップパラメータの設定方法はP．51．2．3セットアップパラメータの設定を参照（工場出荷　　時は，AMS＝OFFとして設定されています。）�A運転パラメータA／Mでオート（AUTO）またはマニュアル（MAN）を選択します。●オート／マニュアル機能詳細�@目標設定値SPまたはSP2のいずれが選択されていてもMAN運転中はSP2ランプが点滅します。�AAUTO運転またはMAN運；転時，電源高しても電源投入後は，電源が切れる前の状態で運；転を再開します。�B電源投入時，MAN運転の場合は出力は次のようになります。セットアップパラメータ（EOUT：エラー時出力コードOH　　：測定レンジ最大値OL　　：測定レンジ最小値）a．EOUT＝0でOL＞0．0のとき，　OLb．EOUT＝0でOL≦0．0のとき，0．0％c．EOUT＝1でOH〈100．0日目き，　OHd．EOUT＝1でOH≧100．0のとき，100．0％なお，AUTO運転の場合は電源断時の条件でスタートします。TI　5B4A7−02＼＿〆＼　　ノ＼　　　／’＼＿ル／（，／へ・ρ・，（5．3スーパーコード（SC）●スーパーコード（SC）をONにするとスーパー機能が働きOFFにするとスーパー機能は働きません。ただし，スーパーはPID動作においてのみ機能します。1，D，またはIDともにOFFの場合は，　SC＝ON　と設定しても，機能はしません。（P，1，Dについては後出→P．16〜18）●P，1，Dともに設定されていることが条件なので，スーパーコード（SC）をONにした後オートチューニングをかける方が効果的です。5．4オートチューニング（酊）●オートチューニングは，PID定数（運転パラメータの1つ，後述）をUT15／UT14自体が求め，自動的　に設定する機能をいいます。ON−OFF制御では機能しません。●オートチューニングの方法として，UT　15／UT　14の場合「リミットサイクル法」によっています。　運転パラメータ（AT）に“ON”を設定しますとオートチューニングがスタートします。　UT15／UT14は一時的にON−OFF調節計となり，その応答結果から適切な比例帯（P），積分時間（1），微分時間（D）　を算出して自分自身のパラメータ数値として設定するものです。●スタート後，画面は自動的に運転画面となり，オートチューニング中，計器前面の“ATランプ”が点滅します。目　標設定値オートチューニング中（ATランプ点滅）温度@ON御出力iiiiiiiiiliiiiiiiiiiiiOFF　iiiiiii　　　　　　　　　　　　　　　時間ATの結果求められた　　　　　　　　　　　一PID定数によるPID制御「鴨薗一一一一一uON−OFF制御15　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IAT＝ONl　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　」＿甲＿＿＿＿＿一層●出力リミット上限値／下限値（セットアップパラメータの一つ）が設定されている場合には，オートチューニング中のON−OFF動作は出力リミット上限値／下限値で行われます。●オートチューニング中に目標設定値の変更を行っても，開始時の目標設定値のまま続行されます。　また，こう配設定値（SP．　UP，　SP．　DN）は，オートチューニング中無視されます。　　　ぬも　　　　　●一》王　　思一　　次のような制御系にはオートチューニングの適用を控えてください。（1）流量制御や圧力制御のように，応答が速い制御系（2）一時的にせよ，出力をON−OFFさせては不具合なプロセス　　（操作端などに大きなストレスが加わると不都合なプロセス，測定値の変動が許容幅を超え，製品　　　品質に悪影響が出るおそれのあるプロセスなど）●〔オートチューニングを途中で打切るとき〕オートチューニングを途中で打切るときは，運転パラメータ（AT）に“OFF”を設定します。オートチューニングが停止し，ATランプが消灯します。　PID定数はオートチューニングを開始する以前の数値　のままとなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ti　5B4A7−02165．5比例帯（P，P2）●比例帯は比例動作（下記）の効き方を調整するパラメータです。比例動作の動きを最も単純なON−OFF動作と対比して示します。ON−OFF動作比例動作中間状態がないi全開）偏差の大きさに比例して出力の大きさがA続的に変わる目標設定値　制御出力i逆動作の例）　100o（％）ﾍ値　　0目標設定値@　（全円）　100J（％）値　　0一偏差　　0　　　　＋偏差一偏差　　　　0　　　　＋偏差制御結果目標ﾝ定値振動的になりやすい測定温度目標ﾝ定値制御結果は滑らかになる測定温度　　　　　オフセットオフセットi定常偏差）な　　し原理的に目標設定値と測定温度との定常Iなずれ（オフセット）が生じる。●制御出力を0〜100％変化させるのに対応する入力の変化幅（％）（あるいは偏差幅（％））が比例帯（P）　であると定義されています。比例帯は小さく設定するほど，小さな偏差で大きな出力変化を生じるた　め，制御結果は振動的になります。反面オフセットは小さくなります。比例帯を極限まで小さくした　状態（比例帯＝0％）がON−OFF制御です。（逆動作の例）目鰍定値　　上ヒ例帯力・大のとき　　　比例帯が小のとき　　　　　　　　　　　▽　偏差　　　　　　　　　目標設定値　　　　　　　　　　　目標設定値　　　　　　　　　　一100％出力値％吻　　　　1　　　　5P＝100％　　　　ロP＝50％1　　　　「P＝0％レ（ON−OFF）l　　　　l叡ーレ…　←全スパンー出力値�轄ｷ偏出力値％差偏●オートチューニングで得られた比例帯を微調整する場合，あるいは比例帯の調整をマニュアルで行う場合には，次のことを念頭におかれると良いでしょう。　・大きな数字の方から小さくしていく　・サイクリングが現れたら小さくし過ぎた証拠　・オフセットは比例帯調整では消えない。Tl　5B4A7−02＼　　　／＼　　　／＼　　　〆＼＼17（温度目標設定値〉Pが小のときPが中のときPが大のとき　　　●彌→●Pが小さいと温度測定値が振動的になる。5．6積分時間（1，12）●比例動作において皇運的に避けられないオフセット（定常偏差）を自動的に減少させる機能を，積分動作（1動作）といい，積分動作の劾き方を設定するパラメータが積分時間（1）です。●積分動作は，偏差の積分値（偏差幅と偏差の継続時間との積）に比例して出力を増減し続けます。●積分動作は通常比例動作と組み合せて，比例積分動作（PI動作）として使用します。．ズ＼偏差（出力値（％）（ONの時間比率）積分時間小　　4禁中1灘誌力変イ、！　　　　　　　　　　　　　1！　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　｝　P動作による出力変化　　　　　　　i一一一一一『一一哨一一一一P一一『一一一一一一』一一積分時間一一日　　時間I　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　階段状の偏差を与えたとき，比例動作だけで生じる出力変化分と丁度等しい量を，積分動作の分だけで変化するに要する時間幅が積分時間（1）として定義されています。　積分時間を長く設定すれば出力は緩慢に変化し，短く設定すれば出力は急速に変化します。積分動作を機能させない場合はOFFと設定します。●積分時間を短かく設定しても，あたかも比例帯を小さくした時と同じように，測定温度は振動的にな　ります。ただし積分動作による振動は比例帯を小さくした時の振動よりも，周期が長いのが特徴です。●積分時間の調整をマニュアルで行う場合には次のことを念頭におくと良いでしょう。　・オフセットを小さくすることに主眼をおく　・長時間の方から短時間の方へ　・比例帯を小さくした時の振動よりも，長周期の振動が現れたら短時間にし過ぎた証拠（・温度目標設定値レ　時間●1が小さ過ぎると，温度測定値に長周期の振動が現われる。Tl　5B4A7−02185．7品分時間（D，D2）●制御対象の時定数やむだ時間が大きい場合，比例動作や比例積分動作だけでは修正動作が遅くなった　り，行き過ぎが発生することがあります。偏差が増加傾向にあるのか，それとも減少傾向にあるのか　に着目して早めに修正動作を加えればそれだけ制御性は良くなります。すなわち，偏差の微分値（変化率）に比例して出力を変える動作が微分動作（D動作）で，微分動作の効き方を設定するパラメータ　が微分時間です。●PD動作の場合，偏差が一定のこう配をもつて与えられた時，比例動作による出力変化量が，　D動作　だけで変化する量と等しくなるまでの時間幅が微分時間（D）と定義づけられています。＼）／偏差出力値（％）（ONの時間比率）微分烈婦騰叫　　　　　　ヰ：P動作による出力変化　　　　　　I　D動作による出力変化＿＿＿＿＿＿＿＿＿r＿＿＿司＿＿＿＿一一一＿　一　　　　　　「＼　　　／i一微分時間→・　時間　　　　　　　，●微分時間は長いほど修正動作が強まり出力が振動的になります。微分動作の振動の周期は短い特徴を　もっています。●微分時間＝0秒に相当するのがD＝OFFと設定したときです。微分動作は機能しなくなります。圧力や流量のように応答の速い入力，光学系のセンサのようにもともと振動的な性格をもつ入力の制御で　は，必ずD＝OFFと設定してお使いください。●Dのパラメータの調整をマニュアルで行う場合には次のことを念頭におくと良いでしょう。　・短時間の方から長時間の方へ　・短周期の振動が現われたら，長時間にし過ぎた証拠＼　　ノ温度目標設定値［〉　時間●Dが博き過ぎると，温度測定値に短周期の振動が現われる。5、8　マニュアルリセット（MR）　　　　（積分時間（1）＝OFFに設定した時のみ設定できます。）●積分動作をOFFにすると（比例動作あるいは比例一微分動作だけにすると），プロセスの状態が変わるご　とに，目標設定値と測定値との偏差がいつまでも残る現象（オフセット＝定常偏差）が生じます。この　定常偏差をマニュアルで小さくするパラメータがマニュアルリセットです。＼＿一ノTl　5B4A7−0219（冷ON七5．9サイクルタイム（CT）　　　　（リレー出力時間比例PIDまたは電圧パルス出力時間比例PIDの場合に設定できます。）●時間比例PID制御の場合，リレー出力または電圧パルス出力がON，　OFFを反復する基本の1周期を　サイクルタイムといいます。サイクルタイムの内のON時間の割合は制御出力値に比例します。サイ　フルタイムを短く設定することは，早い周期で，きめ細かい制御を行うことになります。反面ON，0FFの周期を短くすることになり，リレーの寿命を縮めることになります。一般にリレー出力では10　〜30秒程度に設定します。　　　同じ制御出力値＝50％のときの動作比較　　サイクルタイム＝10秒　　　　　　　サイクルタイム＝20秒　　　　　　　サイクルタイム＝40秒　噸Hレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーレ　　　　　　　　　　　　　　一＞　　　　　　　　　　　　　　　　ON　　　　　　　　　　　　　　　　ONOFFOFFOFF5．100N−OFF制御のヒステりシス（HYS）　　　　（ディップスイッチ�BがOFFで，　ON−OFF制御が選ばれている場合のみ選定できます。●ON−OFF制御は，　ONとOFFの2つの状態しか出力しないため，制御結果は下図のようにサイタリン　グします。ヒステリシスを狭く設定すると，激しくON，　OFFを繰り返すため，特に出力形態がリレ　一接点の場合にはリレーのチャタリング現象が生じ，リレーの寿命を著しく縮める結果となり好ましく　ありません。　このような場合ヒステリシスを広めに設定して，リレーのチャタリングを起こさないようにします。冷出力ONヒステリシス幅OFF測定入力値目標設定値ヒステリシスﾏ　一　一　　一　　卿　一　一　一　鴨　　　　一　　一一　一　，　一　一　一　一　騨　　　　一　　一一　一　　檜目　標一扁一一設定値　　　　　一一一一@　　　　〇N一　旧　　一　＿　　一　鴨　o　一　　一　一｝　一　一　一　騨＿　　鞠　一　層　　幽　　■　一　噌　　　　　一　一　　一@　〇N一　＿　　＿　一　一　一　　一　　一　一　，　一　塵　　一@　　〇FF一一ｷ度nN出力OFF’（逆動作の例）（Tl　5B4A7−02205．11　目標設定値（正）（SP），目標設定値（副）（SP2）●目標設定値（副）で運転中に，目標設定値（正）を表示したり，変更したいときは，運転パラメータの中　の（SP）で行います。●目標設定値（正）で運転中に，目標設定値（副）を表示したり，変更したいときは，・運転パラメータの中　の（SP　2）で行います。●（正）／（副）の切り換えは，計器外部からの無電圧接点により行います。下図に示すように，端子�B�C　間の接点が解放状態の時は目標設定値（正）となり，接点が閉じた状態の時目標設定値（副）となります。　前面のキーによる切り換えはできません。＼」‘目標設定値（正）鵡二＝1（接点容量12V以上10mA以上）目標設定値（副）ノ●目標設定値（副）が選択されている時は，表示部の「SP2」ランプが点灯します。●運転画面で設定する目標設定値は，「SP2」ランプが消えているときは目標設定値（正）であり，「SP2」　ランプが点灯している時は目標設定値（副）を表示，設定することになります。5．12測定入力バイアス（BS）●入力に一定のバイアスを加算し，その結果を計器内の表示および制御に使用する機能です。測定入力値　　＋　　バイアス値　　＝　　計器内測定値●検出部の物理的な事情で測定値が真値より一定量少ないようなことがあります。例えば，炉内雰囲気温度を測定して材料温度に代用させるなどその1例でしょう。このような場合に利用します。●精度以内に入っているが他の機器との数値のバラツキが気になる場合，この機能で微調整します。／4／＼＼、．ノTl　5B4A7−02（（（（6．ディップスイッチによる機能の切り換え21　　　、　魏魏』固關固�C�B�A�@OFF倉ON6．1キーロック／アンロックの切り換え（ディップスイッチ�@）●キーロックは，パラメータの変更を防止したい時に設定します。計器内のディップスイッチ�@をOFF　にしておくとロック状態となり，全てのキーは押されても機能しません。　　ONに戻すとアンロック状態となり，通常の動作をします。ディップスイッチ�@◎瞳OFFキーロックアン嶽ックロ　ッ　クE］は納塒の状態　また，キーロックはディップスイッチによる設定のほかに外部接点のON／OFFによる切り換えか可能です。　セットアンプパラメータDI選択参照（P．27）6．2　運転パラメータ／セットパラメータの切り換え（ディップスイッチ�A）●日常運転時，ディップスイッチ�AはONで運転されます。セットパラメータを変更する場合にのみ，　OFFに変えて操作します。ディップスイッチ�Ao短　．OFFパラメータ選賑パラメー鰹　�`セットパラメータ□は納塒の構6．3PID制御／ON−OFF制御の切り換え（ディップスイッチ�B）●UT　15，　UT　14をPID制御の調節計として使うか，それとも単にON−OFF調節計として使うかはディ　ップスイッチ�Bによって切り換えます。ディップスイッチ�B◎国OFF制御モードP�S繍ON−OFF制御E］は納塒の状態Tl　5B4A7，02226．4　正動作と逆動作の切り換え（ディップスイッチ�C）●正動作と逆動作の切り換えは，ディップスイッチ�Cで行います。ディップスイッチ�Ciiiiiiiiiiii難iiiiiiiiiiiiOFF制　御動作iiiiiiiiiiiii鍵iiiiiiiiii；正佃は納塒の状態●正動作，逆動作は偏差の正負に対応する出力の増減方向を定義するもので，次の表のような関係にあ　ります。加熱系の温度制御では逆動作が，冷却系では正動作が使われます。＼　　　ノ測定値〉目標設定値測定値く目標設定値動　　作逆動作正動作逆動作正動作ON−OFFOFFONONOFFmA出力電流減少電流増加電流増加電流減少ON−OFF時間比例ON時間が減少ON時間が増加ON時間が増加ON時間が減少出力変化ﾌ方向20mAo力値SmA逆動作　　　　　　　　　20mA　　　　　　　出力値ｪ定値　　　　4mA正動作　　測定値最小値q馴直　　最小値羅最大値＼　　　　／Tl　5B4A7−02〆（・冷／へ／（・7．セツ．トアップパラメータの解説7．1警報1の種類（AL1），警報2の種類（AL2），警報3の種類（AL3）●警報1，2，3それぞれをどのような警報の種類とするかを表中の警報の種類コードで個々に設定します。　OFFと設定したNo．の警報は機能しなくなります。　ただし，警報．3は制御出力が4〜20mA　DC出力，または電圧パルス出力のときのみ設定できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3．警報の種類コード23警報の種類R　一　ド警報の種類R　一　ド警報の種類　　警　　報　　動　　作i開閉はリレー接点の状態を，（点（滅）はランプの状態を示す。））警報時ﾚ点閉警報時ﾚ点開警報の種類　　警　　報　　動　　作i開閉はリレー接点の状態を，（点（滅）はランプの状態を示す。））警報時ﾚ点閉警報時ﾚ点開警報なしOFFヒステリシスヒステリシス@　　⇔閉、閉（点）開　　　　　諌　　　　　　　　　　　　　．．、、測定値上限�滑Jli…………1……繍難し点）111偏差下限x　報　時�励磁616一　　　　警報設定点測定値　　　　▲　　　　　　＿＿ゆ　　　　　　：ﾎ差設定値「←一「　　測定値@　　　　目標設定値ヒステリシスヒステリシス　ヒステリシス　　（唖一一噌レ　　　　　　徊噂一一レ閉、…撒　　　　　（滅）　　　　　　閉@　　　　　開閉…，・　槻撒脚ウ」r≡＝．竃晶．，．r’L．．測定値下限轟　　開　（滅）212偏差上下限　　▲　　A　　▲一一ﾎ差設定値　　i　　　　測定値717　　　　一一x報設定点測定値@’ク勿．　　…剣W設定値ヒステリシスヒステリシス　（点）ヒステリシス@　　←→　平ぐ一ゆ曲閉（滅）開　・＿＿脳殻，職・，・、・；…、1、開（滅）偏差上限�滑J　　嚇。甜．313上　下　限ﾎ　差　内818一一艨@　　　▲偏差設定値ｪ定値目鹸値　　　▲△　　＿＿→ﾎ差設定値　　i　　測定値　　　　一　　　　　；@　　目標設定値ヒステリシス@　　Hヒステリシス閉�d鞭撒．　　・ｪ定値上限�　励　磁偏差下限諜　　開��414撫…，≡一　開、点，919腱設定値4L今響町　　　　　　　．　　　　　目標設定値　▲X定黙漏ヒステリシスヒステリシス偏差上限x　報　時�　励　磁閉　　　　　　　　開（点）515測定値下限�　励　磁　　　　　　　　　　閉i点）開　　　　　　　iliiiiii（滅）10Q0蘇冷＿顛差翻直　　　　■　　目標設定値▲慧・爾茜●警報3は，上記の警報種類のほかにFAIL出力が可能です。　　警報種類コード：21　本機フェイル時に警報接点を開にします。7．2　警報1のヒステリシス（HY1），警報2のヒステリシス（HY2），警報3の　　　　　ヒステリシス（HY3）●警報の入り切りが激しい場合にヒステリシス幅を広めに設定します。Tl　5B4A7−02247．3　熱電対K／S選択（STC）　　　　（入力レンジコードが1のときのみ設定できます。）●入力レンジコードが1のとき，K，　Sどちらのタイプの熱電対を使用するか選択します。●工場出荷時には0（Kタイプ）が指定されています。Sタイプに変更する場合は，あらかじめロータリス　イッチ�Cで入力レンジコードを1に設定したのち，本パラメータを1にして下さい。●一注　意一本パラメータを変更した場合，下記パラメータが自動的に初期化されます。運転パラメータ　　　　：A1，　A2，　A3，　HYS，　SP，　SP2，　BS　セットアップパラメータ：HY1，　HY2，　HY3，　PD，　RH，　RL，　SP．　UP，　SP．　DN7．4　小数点位置（PD）　　　　（電圧入力のときのみ設定できます。）●1〜5VDCのような電圧入力の場合，入力変更後の初期レンジは全て0．0〜100．0（無単位）となります。これを，対応する実用の工業単位での読み値（例えば0〜600（t／h）とか4〜12（pH））の形にスケー　リングする場合，小数点の位どりをコードで設定します。＼�_ノノスケーリング後の@レンジの形コード一1999〜99990一199．9〜999．91一19．99〜99．992一1．999〜9．9993＼、ノ／＼）／Tl　5B4A7−0225／（＼7．5　測定レンジ最大値（RH），測定レンジ最小値（RL）　　　　（レンジ変更・スケーリング用）●UT15／UT14では「入力レンジコード表」記載のレンジを　計器レンジ　と名付けています。　この計器レンジ内で，任意のレンジに変更する場合，、このパラメータで設定します。●計器レンジ以外のレンジをUT15／UT14では　測定レンジ　と呼びます。　なお，［スパン］というのはレンジの幅を言い，次の関係になります。　　　　　　　　　　　　スパン＝レンジの最大値一レンジの最小値　一200℃　　　　　　　　　　　　　　　測定レンジ0℃800℃　　　1200℃スパン＝800℃測定レンジ最小値測定レンジ最大値／＼●新しい測定レンジになっても，計器の精度は変わりません。例外として，測温抵抗体のレンジ変更で，100℃スパンにした場合（スパンの±o．5％±1digit），200℃スパンにした場合（スパンの±o．4％±1digit）に向上します。●直流電圧入力の場合，実用スケールへの換算，少数点位置の指定が可能です。　1〜5VDC入力を0．0−800．0にスケーリングする例入力レンジ1　　　　　　　　2　　　　　　　　3　　　　　　　　40。0　　　　　　　　　　200．0　　　　　　　　　400．0　　　　　　　　　600．0　　　　　　　　　800．05VDCスケーリング後の　測定レンジスケーリングの　初　期　値0．025．050。075．0100．0／（＼！へ7．6　出力リミット上限値（OH），出力リミット下限値（OL）　　　　（リレー出力，電圧パルス出力のON−OFF制御のときは設定出来ません。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105％●出力値に制限を設ける場合に設定します。制御出力の動作範囲は出力リミット下限値（OL）〜出力リミット上限値　（OH）間に制限されます。●最小出力になってもベース加熱量だけは確保するとか，装置の保護のために，加熱量を完全に0％または100％に　したくない場合に利用します。実　際　の制御出力値OHOL一5％0％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PID出力演算値7．7　エラー時出力コード（EOUT）●UT15／UT14の自己診断機能によって右表の異常と診断　した時，制御出力を0％（またはOFF）にするのか，ある　いは100％（またはON）にするのかをエラー時出力コー　ド（EOUT）で規定します。●20ミリ秒以上の停電の後の復電時の制御出力も（EOUT）で規定された値から再開始します。100％異常内容表　　示熱電対，測温抵抗体ﾌバンアウト異常』．ξコ∬とA／Dコンバータ異常εヨ55設定データ異常ε月5農Tl　5B4A7−0226Z8　アンチリセットワインドアップ（AR）　制御運転スタート時など，大きな偏差がつづくときは，積分動作出力が蓄積して測定入力が設定値をこえて，オーバーシュートすることがあります。これを防ぐため，UT14／15には，　PID演算を停止し，過積分を抑制する機能（アンチリセットワインドアップ）があります。　本パラメータ（AR）では，停止したPID演算を再開するPVとSPの偏差幅をパラメータにより設定できます。（本機能追加1994年7月）　　AR：0（デフォルト値）　　　　出力が上下限に達した時，PID演算を再開するポイントを自動的に温調計が決定します。　　　　：0．1〜999．9単位（％）　　　　出力が上下限に達した時，偏差が比例帯のAR（％）に達した時にPID演算を再開します。＼．）／7．9　こう配設定上昇（SPUP），こう配設定下降（SP　DN），こう配設定単位（SPR）●目標設定値を急変させたくない場合，あるいは一定の速度こう配で目標設定値を変化させたい場合に，上昇，下降別にこう配の値を設定します。●機能するのは次の3つの場合です。　・目標設定値を変えた時　・目標設定値の（正）／（副）を切り換えた時　・電源を投入した時（または停電の後の復讐時）　電源投入時，復電磁には，現在の測定値から目標設定値に向かって設定されたこう配で変化します。（A）目標設定値を変えた時　　　1一目標設定値（旧）　；i＼　画した。う配　i目標設定値（新）一　…　「　　争目標設定値変更→時間（B）目標設定値の（正）／（副）を　　切り換えた時轡z蕪う配1↑　　2　　　　目標設定値（正）　　1　　　　　　　　　　測定値（C）電源投入時（または復三時）　　↑（正）／（副）切り換え目標設定値一ノ　設定したこう配＼＿／→時間→時間＼、　　／電源投入●こう配設定上昇（SP．　UP），こう配設定下降（SP。　DN）共通に，こう配設定の単位を“／時”にするのか　“／分”にするのかを設定します。工場出荷時は“／時”に設定されています。●出力更新周期ごとの目標設定値の増減値は，一定の分解能で切り捨てを行っています。したがって広　いレンジで，極めて緩慢なこう配を設定した場合，長時間経過後の目標設定値で僅かな差異を生ずる　ことがあります。　　極端な条件で厳密なこう配設定を必要とされる場合は，プログラム調節計（UP25，　UP27，　UP30，　UP40）をご選択ください。＼、ノTl　5B4A7−0227／へ・7．10フィルタ（FL）●指示値の変動が激しく，下位の桁の数値が読みづらいような場合，緩衝器としてディジタルフィルタ　を挿入します。パラメータは一次おくれの時定数として設定します。OFFを設定した場合はブイルタ　は機能しません。効果の一例を示します。入力2秒フィルタを入れた例ルタを10秒フィルタを?黷ｽ例冷Z11オート／マニュアル（A／M）運転パラメータ表示（AMS）●制御出力をオートまたはマニュアルで操作したい場合，本パラメータをONすることにより運転パラ　メータにオート／マニュアル（A／M）切換機能が追加され，オートまたはマニュアル運転が可能です。　（工場出荷時，本パラメータ（AMS）はOFF（A／Mを表示しない）として設定しています。）7．12　基準接点温度補償（RJC）●通常は調節計のRJC機能により入力の補正を行いますが調節計外でゼロコン等を用いて厳密な補正を　行いたい場合に自機のRJC機能をOFFすることができます。．／｛＼Z13　Dl選択（DIS）外部接点入力用端子�B一�Cの機能を設定するためのパラメータです。●目標設定値SPとSP2を切り換えたい場合，　DI選択パラメータ（DIS）を0に設定し，外部接点（�B一�C）　のON／OFFにより切り換えられます。（ON時：SP2）●外部接点にてキーロック／解除を行いたい場合，DI選択パラメータ（DIS）を1に設定し，端子番号（�B一�C）のON／OFFによりキーのロック／解除が行えます。（ON時：キーロック）　　　ほ　　（セットアップパラメータDIS＝0のとき）鳶ON時：SP2キ　ロックノ　　（セットアップパラメータDIS＝1のとき）鋼ON時：キーロック1　　2　　【」　　4　　5切換接点容量：12VDC以上　　　　10mA以上，（Tl　5B4A7−02288．測定値の伝送とRS422通信（付加仕様）＼　　／8．1伝送出力（付加仕様コード［Z亘亘］を付加した場合に機能します。この仕様はUT15のみ付加できます。）　この機能を付加しますと，温度測定値をアナログの電流信号として，記録計など，離れた場所の他の機器へ信号伝送することができます。測定レンジ最小値（RL）〜測定レンジ最大値（RH）に対応して，4〜20mA　DCを出力します。許容負荷抵抗600Ω精　　　　度±0．3％（出力に対して）mA　DC　20伝送出力4記録計μR100　　1　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　2＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　で　　最小値　　測定レンジ　最大値（RL）　　　（PV値）　　（RH）ディジタル指示調節計　　　UT15　　　　　　　　　　　　−　　　　　　　　4〜20mA　DC　シャント抵抗・［＝｝一潔〔コ〒　　　底∋〔刃　小i熱電対ヒーター電磁開閉器MS　　±一ひ＿一◎〆　　　　　　　＼＼、ノ・8．2　RS422通信（付加仕様コード　／RS422　を付加した場合に機能します。この仕様はUT15のみ付加できます）8．2．1通信概要　UT15はHOSTとの通信により，　HOST側からUT15に対してデータを設定（変更）すること，およびUT15内の設定データ，測定データをHOST側で読み出すことが出来ます。　RS　232Cの場合にはコンバータ（例えばZ−101HE（シャープ））を介して接続します。＼＿／HOSTUT15UMO5　YEWMAC（またはパソコン）コンバータ（Z−101HE）延べ配線長500m以下UT15UT，　UM合わせて，まで接続可能　　帽　o　　／�L一〔幽最大16台＼〜ノ／Tl　5B4A7−02（、ρ＼／（、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　298．2．2　HOST（パソコン）側でUT15の運転パラメータを変更する方法SETコマンドー［コマンド］一［菱列CRLF　＆：誌到量一，（終端記号）　⊂薫⊃キーで設定するのと同じ概念です。　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　U　　　　　I　；　　　　　　　　　　　　匹一一ヨ：　＼　　　　　　　　　　　　回髄ヨ　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　SP一110．OCRLF　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　oo／　　　　　　　　　　　晦　　　　　　　　　　　》〔吻　　　　　　　　　　　糞　　　　　　　　［旧SP］1・c0110．0℃コマンド変更できるパラメータA1　　　　　　　　　一x報1（AL　1）の設定値（A　1）A12警報2（AL　2）の設定値（A　2）A3警報3（AL　3）の設定値（A　3）HYON−OFF制御のヒステリシスSCスーパーコード（SC）ATオートチューニング（AT）PB目標設定値（主設定値）用の比例帯（P）TI目標設定値（主設定値）用の積分時間（DTD目標設定値（主設定値）用の微分時聞（D）P2第2目標設定値（副設定値）用の比例帯（P2）12第2目標設定値（二二定値）用の積分時間（12）D2第2目二上定値（二二定値）用の微分時間（D2）MRマニュアルリセット（MR）CTサイクルタイム（CT）SP目標設定値（正）（SP）S2目標設定値（逆）（SP　2）BSバイアス（BS）OPマニュアル運転時の制御出力値（OP）AMオート／マニュアルの切替え（AM）HOSTからSETコマンドを受けたUT15はレスポンスを返します。（125ミリ秒以内）HOSTは必ずSETコマンドとレスポンスのデータとの照合を行ってください。匝］一［玉ココー匠』CR・・　講∵誓量一タ（繍記号）　　i●設定範囲外　　i　の場合　　iデーターは変更されず，現在設定されている　i　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：・・・・・・・…　一・・・…　弾）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　i●キーロック中　i　　　　　　iデーターが返信されています。　　　　　　i8．2．3　HOST（パソコン）側でUT15内のデータを読み出す方法臨斎リド〜たは一［：亟□一CR　LF　蕊i�n選一タ（終端言、号）　DISP＝ディスプレイの略，（Tl　5B4A7−0230コマンド読み出し可能なパラメータDP制御出力値　（OP）?ﾍ測定値　（PV）ﾚ標設定値　（CSP）i現在運転中の制御目標値）ｧ御偏差値　（DEV）…（PV−CSP）rP区分　（SNO）1篇（正）2＝（副）i現在運転中の制御目標値の区別）DA警報1（AL　1）の状態　0＝OFFx報2（AL　2）の状態　1＝ONx報3（AL　3）の状態へ　　　　　　Il　　　l「L」11回壁ヨ1↑DA　1，0，一，一CR　LF　　　　σ　　／｛輩�S�h［鞠コマンド読み出し可能なパラメータRH測定レンジの最大値（RH）RL測定レンジの最小値（RL）DVデバイスコードUT15の場合「UT　15」というコードA1警報1（AL　1）の設定値（A　1）A2警報2（AL　2）の設定値（A　2）A3警報3（AL　3）の設定値（A　3）HYON−OFF制御のヒステリシスSCスーパーコード（SC）ATオートチューニング（AT）PB目標設定値（主設定値）用の比例帯（P）TI目標設定値（主設定値）用の積分時間（1）TD目標設定値（主設定値）用の微分時間（D）P2第2目標設定値（副設定値）用の比例帯（P2）12第2目標設定値（二十定値）用の積分時聞（12）D2第2目標設定値（副設定値）用の微分時間（D2）MRマニュアルリセット（MR）CTサイクルタイム（CT）SP目標設定値（正）（SP）S2目標設定値（逆）（SP　2）BSバイアス（BS）OPマニュアル運転時の制御出力値（OP）AMオート／マニュアルの切替え（AM）＼　　　／＼　　／　ホストからDISPコマンドまたはREADコマンドを受けたUT15はデータを添えてレスポンスを返します。（50ミリ秒以内）（例）匝］一匝コー　　OP　PV　CSP　DEV　SNO　　CRLF［亘王コー［璽コCR　LF／＼　　　　　．／8．2．4　通信する手順�@OPENコマンドを送信する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ESC）エスケープコード　　　HOST　　　　　　ESC　O一アドレスCR　LF　　　　　　目的のUT15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）lo，（1B）16�A目的のUT15がアドレスとOPENコマンドを認識したときレスポンスを返信する。　　　HOST　　　　　　ESC　O一アドレスCR　LF　　　　　　OPENしたUT15�B目的のUT15はCLOSE（OPENコマンド以外受け付けない）状態からOPEN（各種コマンドを受け付　ける）状態になる。　　OPEN状態のUT15にはCOMランフ。が点灯�C任意のコマンド（SET，　DISP，　READコマンド）を送信する。、）／丁15B4A7−02〆（、（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31�DCLOSEコマンドを送信する　　　HOST　　　　　　ESC　C一アドレスCR　LF　　　　　　OPENしたUT15�EOPEN状態のUT15はCLOSE状態となりレスポンスを返信する。　COMランプは消滅する。　　　HOST　　　　　　ESC　C一アドレスCR　LF　　　　　　CLOSEしたUT158．2．5　通信時の状態遷移　1つのUT15がCLOSE状態，　OPEN状態，エラー状態の3つの状態に移り変わる条件を次図に示します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他アドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オープンコマンド受付　　　　　　　　　　　　　　　　電源ON　　　　オープンコマンド受付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クローズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コマンド受付　　　　　　　　　　　　　　　　　　通信クローズ　　　　　　　通信オープン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　態　　　　　　　　　　状　態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（CO鴇ンプ）　　　（CO鷺ンプ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エラー発生　　　　オ＿プン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エラー通報無し）　コマンド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通信エラー　　　　　　エラー発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状態　　　　（エラー通報有り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（co驚プ）8．2．6　計器異常時のレスポンス　計器異常時には異常項目に対応したデータを，DISPコマンドに対するレスポンスとして返信します。／へ・異　　常　　項　　目返　送　デ　一　タ測定値（PV）が測定レンジの105％以上＋OVER測定値（PV）が測定レンジの一5％以下一〇VERバーンアウトi熱電対，測温抵抗体入力断線時）B＿OUT@＿はアンダスコア（5F）16冷接点補償回路（RJC）異常　　　　PV値の直後にRを付加if列）DP］82．3，30．5R，250。0，219．5，1CR　LFA／Dコンバータ異常E300設定データ異常E400　　　　　　　　　　・．システムデータ異常EOO2，（Tl　5B4A7−02328．2，7　通信エラー時のレスポンス　送られたコマンドがOPEN中のUT15に理解できないとき，エラー項目に対応したコードを返信します。COMランプは点滅します。エ　　ラ　　一　　項　　目返送コード受信テキストのフォーマットが正しくないiフォーマットエラー）ERRLI　101コマ≧ド（2バイト）が未定義のものがきたiイリガルコマンドエラー）ERR］102データフォーマットが正しくないiデータエラー）ERR］103通信エラーiフレーミングエラー，パリティエラー等，ノイズの影響も含む）ERRL」200　通信エラーの場合，ERR一200のレスポンスはOPEN中のUT15のみから返信されますが，　COMランフ．の点滅は，CLOSE中のUT15でも行います。8．2．8　通信関係の配線　ホスト（パソコン）側にRS−422の接続機能がある場合には直接，　RS−232Cの接続機能しかない場合にはコンバータ（例えばZ−101HE（シャープ））を介して接続します。　接続例の図（A），（B）とも，母体シールド以外に変わりはありません演，異なるパネル間をまたがって；接続する場合は，（B）の方法で配線してください。　　パーソナル　　コンピュータ　　　　　　　　　　　RS−232C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2芯2対一括シールドケーブル（A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ↓ご↓　　　　　UT15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×x××OO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑓餌臼卜Qつ」　　　　　　　　　　　＃1　　　　　　　　　　　　　　　＃2　　　　　　　　　　　　　　　醤n　（n≦；16）（B）＊R（（（（Q\　1＋　1目））））国ﾟ閨門，コンバータy−101HEiシャープ）管一一■（（　（　（{1十　1））　）　）~×××ooL餌←←の「轟7（　（　（（{　1十　1）　）　）　）~×××ooﾉ餌臼←の「取　　一■@一　　　一　　　卿@一　　　一　　　甲@一　　一　　　陣@一一一Vパーソナルコンピュータ　　RS−232C15TUR＊Tl　5B4A7−02（（（（q{　1＋　「hコ））））国X盟臨、コンバータy40田Eiシヤープ）R7（〈（（\1十1））　）　）~×××oo�t餌卜←の角，（　　（　（（{　1＋　1）　　）　））~　×　××oo　一F　　　　＃1終端抵抗　100Ω　1／2W以上＃2承R　　O亀　　OQつ（1）×←（＋）×←（1）×�t（＋）×缶16≦ωn＃＼　　　．／＼、ノゴ〆＼＿ノ＼」33（8．2．9　通信関係のパラメータ設定　運転に先立って，泌ず次表の通信関係のセットアップパラメータを設定しそください。手順はセットパラメータの設定（→P．5）に準じます。，冷表　　示項　　目設定範囲初期値注　　　　記月こごヂ通信アドレス1〜161』戸i三通信速度0〜660　：150，　　1　：300，　　2　：600，　　3　：1200，S　：2400，　5　：4800，　6　：9600BPS戸月ヂ8パリティ0，1．200：なし，1、：偶数，2：奇数5と。戸ストップビット1，　211：1ビット，2：2ビットゴ乙ε膚データ長7，　887：7ビット，　8：8ビット8．2．10通信仕様／（，接　続　方　式マルチドロップ通　信　方　式4線式半二重，EIA　RS−422A準拠同　期　方　式調歩同期式通　信　手　順無　手　順通　信　距　離最大500m通信速度（BPS）150，　300，　600，　1200，　2400，　4800，　9600スタートビット長1bit（固定）デ　一　タ　長7bitまたは8bitパ　　リ　テ　　ィ偶数，奇数，パリティ無しストップビット長1bitまたは2bit通　信　符　号ASCIIコード＊1り4り0り乙2り乙＊＊＊＊＊＊11つのHOSTに対し，　UT15，　UMO5は最大16台通信可能です。各UT15，　UMO5に，個々の通信アドレス（1〜　　16）を割り当ててください。＊2上記通信パラメータの設定を参照してください。＊3調歩同期式のため，スタートビットは自動的に1ビット付加されます。とくに設定の必要はありません。注）SETコマンドのデータはEEP　ROMに格納されます。書込寿命はおおよそ1万回ですので，　SETコマンドの　　発信は必要時のみにとどめ，不必要な書込の繰返しは避けてください。！（・Tl　5B4A7−02348．2．11プログラム例（1）YEWMAC300使用（RS−232C内蔵）　　　100亘）1MA＄512，D＄512　　　110A＄＝CHRS（27）十”001”　　　1200UTPUT　99，1；A＄　　　130ENI罫ER　99，1；D＄　　　140PRINT　D＄　　　150LEFT＄（A＄，4）＜＞LEFT＄（D＄，4）THEN　　　　　PRINT”ADDRESS　ERROR”：GOTO　270　　　160PRINFIu℃MD＝”・　　　　　　　　　　　　　　　，　　　170LINPUT　A＄　　　1801F　A＄＝”END”THEN　GOTO　230　　　1900UTPUT　99，1；A＄　　　200ENTER　99，1；D＄　　　210PRINT　D＄　　　220GOTo　160　　　230A＄＝CHR＄（27）＋’℃Or’　　　2400TPUT　99，1；A＄　　　250ENTER　99，1；D＄　　　2601F　LEFT＄（A＄，4）＜＞LEFT＄（D＄，4）THEN　PRINT　　　　　　”ADDRESS　ERROR”ELSE　PRINT”TEST　END”　　　270ENDA＄，．D＄512キャラクターESC　O＿01　アドレス1オープンのコマンドをA＄に格納同上　送信レスポンスをD＄へ読み込むレスポンスデータの表示A＄とD＄を比較して不一致だったらエラーにするコマンド入力コマンドがエンドだったら終了コマンド　送信レスポンスをD＄へ読み込むレスポン．スデータの表示コマンド入力へ戻るBSC　C＿01　アドレス1クローズのコマンドをA＄に格納同上　送信レスポンスをD＄へ読み込むA＄とD＄を比較して不一致だったらエラーにするテストエンドと表示END＼　　　／＼）ビ（2）　PC9801（NEC）使用　　　1　，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝：＝＝＝＝＝＝＝＝　　　2’　　　3’　　RS　422（RS232C）TES「r　PROGRAM　　　4，　　　5，　　　6’＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝　　　10　’SAVE”llUTRSTST”　　　200PEN’℃OM：N81NN”AS幸2　　30A＄＝CHR＄（＆HIB）十”001”　　40　PRINT　42，　A＄　　50LINE　INPUT素2，　D＄　　60　【FA＄＜＞D＄THEN　PRIN7r　　　　　”ADDRESS　ERROR”：GOTO　180　　70LINE正NPUT”CMD＝”C＄　　801F　C＄＝”END”THEN　GOTO　l30　　90　PRINT　42，　C＄　　　100L旺NE亜NPUT　42，　D＄　　　110PRINT　D＄　　　120GOTO　70　　　130A＄＝CHR＄（＆HIB）十’℃01　　　　　　’　　　140PR畳NT　42，　A＄　　　150LINE　INPUT　42，　D＄　　　1601F　A＄＜＞D＄THEN　PR置NT”ADDRESS　ERROR”　　　　　　：GOTO　180　　　170　PR置NT’，TEST　END，，　　　180　CLOSE　　　190ENDTI　5B4A7−02ファイル42を通信用にオープンパリティなし，データビット8，ストップビット1ESC　O＿01　アドレス1オープンのコマンドをA＄に格納同上　送信レスポンスをD＄へ読み込むA＄とD＄を比較して不一致だったらエラーにするコマンド入力コマンドがエンドだったら終丁コマンド　送信レスポンスをD＄へ読み込むレスポンスデータの表示コマンド入力へ戻るアドレス1クローズのコマンドをA＄に格納同上　送信レ．スポンスをD＄へ読み込むA＄とD＄を比較して不一致だったらエラーにするテストエンドと表示ファイルをクローズするEND＼、4／ヒ）35‘．（、9トラブル・停電時の対応9．1　自己診断●UTユ5，　UT14は電源投入時，または運転中に次表の自己診断を行います。●異常時には，表示，各出力，通信機能がどうなるかを一覧表として示します。自己診断異常時の動き／ノ＼／｛＼表　　示診断　内　容測定値制御出力警報出力伝送出力RS422通信ε5παRAM異常0％以下またはOFFOFF0％以下不　可επ5’ROM異常0％以下またはOFFOFF0％以下不　可ερ5三システムデータ異常0％以下またはOFFOFF4mA可ε農ρヨ出力コード選択異常0％以下またはOFFOFF0％以下可電源投入時ε智農ρ設定データ異常正常動作パラメータEOUTiエラー時出力コード）ﾌ指定に従う注1）正常動作正常動作可測定値表示部ｬ数点の点滅校正データ異常動　　作i精度保証外）正常動作正常動作正常動作可εヨ5πA／Dコンバータ異常測定レンジのﾅ　大　値パラメータEOUTiエラー時出力コード）ﾌ指定に従う注P正常動作20．8mA可　〔」‘と測定値との�互表示冷接点補償回路異常冷接点補償のﾈい測定値正常動作正常動作正常動作可測定値表示部ｪ定値の点滅不揮発性メモリー異常正常動作正常動作正常動作可』．oθと熱電対の場合ｪ温抵抗体の場合測定レンジのﾅ　大　値パラメータEOUTiエラー時出力コード）ﾌ指定に従う注P正常動作i上限警報）20．8mA可不　　定mV入力の場合不　　定不　　定不　　定可運　　　転　　　時0％入力断線電圧入力0〜5V入力の場合0％正常動作正常動作i下限警報）4mA可1〜5V入力の場合測定レンジのﾅ小値以下正常動作正常動作i下限警報）3．2日目以下　可C「コと8　入力下限オーぶ一測定レンジの@　一5％正常動作正常動作3．2mA以下可oとぎ　入力上限オーバー測定レンジの@105％正常動作正常動作20．8mA@以上可不　定CPU暴走など不　　定0％以下またはOFFOFF0％以下不　可表示部消灯電源回路断異常0％以下またはOFFOFF0％以下不　三三1）0：0％またはOFF，1：100％またはON注2）正常動作とは，異常状態の測定値に対応して各機能が定常的な働きを続けることをいいます。例えば熱電対がバー　　　ンアウトの場合，警報が上限警報で設定されているときは上限警報が働きます。　　　通信関係のトラブル対応については（R31）参照。，（Tl　5B4A7−02369．2　停電時の動作●停電時または復電子の動作は，停電時間が20ミリ秒以内か否かにより，次表のように分かれます。停電時の動作20ミリ秒以内の笂d発生時停電がなかったと同様に，正常動作を継続。表　　示出　　力電源OFFの状態20ミリ秒以上の笂d発生時設定値設定ずみのパラメータは確保。ﾝ定最中の停電ではエラーコード（E400）を表示することもあり。オ　　一　　ト`ューニングオートチューニングは中止^転パラメータの（AT）は自動的にON→OFF。停電発生後恪q時制御動作停電直前の動作を鰹続。ｧ御出力はセットアップパラメータ（EOUT）で指定された値かち再開始。警報動作待機付きの場合，待機動作を含めて再開始。9．3対応処置●自己診断結果に対応した処置を次表に示します。表　　示診　断　内　容とるべき処置εσ5農RAM異常εβσ8ROM異常良品と交換。ε55三システムデータ異常ξρπヨ出力コ」ド選択異常ロータリスイッチ設定位置再確認，設定しなおし。ε弩5π設定データ異常パラメータの再確認，設定しなおし。測定値表示部ｬ数点の点滅校正データ異常再校正依頼。εヨ55A／Dコンバータ異常　　　‘，■’@9一亀」しﾆ測定値との�互表示冷接点補償回路異常良品と交換。測定値表示部ｪ定値の点滅不揮発性メモリー異常』．口億と・熱電対の場合ｪ温抵抗体の場合入力系統の計器外配線および検出端の断線を点検，修理。計�ｯ煦ﾙ常の場合は良品と交換。不　　定入力断線mV入力の場合0％電圧入力0〜5V入力の場合1〜5V入力の場合一〇と『ヂ入力下限オーバー入力電圧の確認，入力系統の入力系統の計器外配線および検o端の断線もしくは短絡を点検，修理。v器レンジおよび測定レンジが適切かどうかを再確認。自とぎヂ入力上限オーバー不　　定CPU暴走など良品と交換。表示部消灯電源回路断異常電源端子に正規の電圧がかかっているか確認，計器内異常の鼾�は良品と交換。Tl　5B4A7−02＼．、　　．／＼＿・＼）r37／へ、10．設置・「配線10．1取付場所　次のような場所を選んで取り付けてください。（1）機械的振動の少ない所（2）腐食性ガスのない所（3）温度変化が少なく，常温（23℃）に近い所（4）高いふく射熱を直接受けない所（5）電磁界の影響のない所（6）湿度が高くない所10．2　外形寸法およびパネルカット寸法／λ11章を参照してください。（→P41）10．3取付方法（1）パネル前面からUT15またはUT　14を挿入します。（2）パネルへの取り付けば，付属の取付ブラケットを用いて取り付けてください。取り付けの際，ネジ　は締め付けすぎないようにしてください。10．4　配線　配線は，背面端子図を参照し，次の点に注意して行ってください。（1）熱電対入力の場合は，所定の補償導線を使用してください。（（熱電対の種類＋　脚一　脚補償導線の被覆の色Kク　ロ　メ　ルア　ル　メ　ル青J鉄1コンスタンタン黄T銅コンスタンタン茶Eク　ロ　メ　ルコンスタンタン紫R白金ロジューム（13％）白　　金黒B白金ロジューム（30％）白金ロジューム（6％）灰（2）測温．抵抗体入力の場合は導線抵抗が少なくて，3三間の抵抗差のない電線を使用してください。（3）電源配線には600Vビニル絶縁電線（JIS　C3307）と同等以上の性能をもつ電線，あるいはケーブルを　使用してください。また，必要に応じて電源にノイズフィルタを入れてください。（4）接地は2mm2以上の太い線で，接地抵抗100Ω以下で施工してください。（5）入力回路の配線は，とくにノイズを混入させないように配慮してください。　（a）入力回路の配線は，電源回路や接地回路から出来るだけ離して行ってください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔＼　（b）静電誘導によるノイズに対しては，シールド線の使用が効果があります。，シールドは必要に応じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　てUT15／UT　14の接地端子に接続してください。（2点接地とならないようにご注意ください。　（c）電磁誘導によるノイズに対しては，入力配線を短い等間隔でよって配線すると比較的効果があります。Tl　5B4A7−0238（6）線を端子に接続する場合は絶縁スリーブ付き圧着端子（3．5mmネジ用）のご使用を推奨します。（7）通信の配線に関しては通信の章を参照してください。（→P．32）（8）4〜20mA　DC入力を1〜5VDCに変換する場合は，別途＼．）／シャント抵抗250Ω（精度±01％）形名415920をご手配の上，取付けねがいます。注意事項1）UT　15／UT14にはヒューズ，電源スイッチはありません。必要な場合は別途設けてください。　　なお，ヒューズは定格電圧250V定格電流1Aのタイムラグヒューズ（例えばアサヒ電機製ATG型）　をご使用ください。2）　リレー接点出力で接点容量（制御出力：250V，　AC　3A，抵抗負荷，警報出力：250VAC　IA抵抗負荷）　を超える場合，補助リレーを用いて負荷のオン・オフを行ってください。3）　リレー接点の出力に補助リレーのようなし負荷を使用する場合，スパーク消去用のサージサプレッ　サ回路としてCRフィルタ（AC使用時）またはダイオード（DC使用時）を並列に入れてください。＼　　　　ノ●DCリレーの場合　UT15／UT14／外部直流電源RUTの接点　　　リレー　　　　　　　　ダイオード　　　　　　　（リレーコイル定格は　　（リレーコイル端子　　　　　　UTの接点容量以下　　（ソケット）に直接　　　　　　のものを使用してく　取り付けてくださ　　　　　　ださい）　　　　　　い）●ACリレーの場合　　　　UT15／UT141　　　外部交流電源／　　　　　　，’一、、〜　　　1　1　　　　　1　　1　　　Rll　　　　　l　l　し　　　ロノ…’UTの接点　　リレー　　　　　　　CRフィルタ回路　　　　　　（リレーコイル定格は　（リレーコイル端子　　　　　　UTの接点容量以下　（ソケット）に直接　　　　　　のものを使用してく　取り付けてくださ　　　　　　ださい）　　　　　　い）＼＼＿／CRフィルタの代表的な例メ　一　カ形　　　名松尾電機（株）CR　UNIT　953，955他（株）指月電機製作所SKV，　SKVB他信英通信工業（株）CR−CFS，　CR−U他CRフィルタの定数は，ご使用になる補助リレーメーカーにお問合せください。Tl　5B4A7−0239．（　　ムズ＼、／（＼／へ、．背面端子図制御出力「’測定入力4〜20mA　DCo力のとき電圧パルス．o力のとき細　　　1−e申画　　　1−e申　設定値切換iセットアップパラメータDIS＝0のとき）キーロックノ解除iセットアップパラメータD「S＝1のとき）　　　向　’　　；　　　4ON時：SP2曙ON時：キーロック切換接点容量：12VDC以上　　　　　　　10mA以上一一一q　　　　　　コ＞DC中　　　　　　コー一齠ﾓ電圧（V｝入力のとき　測温抵抗体　入力のときPt　100Ωζ翻　　　�J庫《�G12345制御出力！警報3出力リレー接点容量：250VAC3A（抵抗負荷）リレー接点出力のとき1819σ○．6724891011121314151617ト　　　9一一レNC　　　コ　　繭一・・1」−C廻田AL2　　●噛一AL1@　ヒ　c1：⊃寧�j制御出力警朝3出力（AL3）9−NC．一一\→N・111−C警報出力電源・接地響報3点標準第3種接地●AClOO〜240V　（フリー電源）●50’60Hz制御出力として、電圧パルスまたは4〜2mAを週択したときは、AL3（リレー出力）が有効となります。警報出力リレー接点容量：250V　ACIA（抵抗負荷）．4〜20mA　DC陰｛舗申・TX一コ車一TX一コ密・RX一．齢RX一コ寧・・一ナ申・G−　　RS422　　伝付送加出仕力様　）　得通．加　仕信横　）熱竃対入力電圧mV入力のとき制御出力4〜20mA　DCo力のとき電圧パルスo力のとき画　　1・re申画　　1−e申　設定値切換iセットアップパラメータDIS＝0のとき）キーロック！解除iセットアップパラメータDIS＝1のとき）曙ON時：SP2曙ON時：キーロック切換接点容量：12VDC以上　　　　　　　10mA以上　．測定入力一一（坤　　　　　　コ　　　VDC中　　　一e申電圧（V）入力のとき測温抵抗体’入力のときP量100Ω繭●岬●圃熱電対入力電圧mV入力のとき制御出力1警報3出力リレー接点容量：250VAC3A（抵抗負荷）○．目一1�Aリレー接点出力のとき9−NC．一三一N・右C暗†A陀　　　コ噛一AL1．　　　●C鵠：⊃寧竺第3種接地制御出力警報3出力（Aし3）9−NC幽。一ｲ一NO−⊥11C警報出力■報3点橿準電源・接地●AC100−240V（フリー電源）●50／6QHz制御出力として、電圧パルスまたは々｝2�uAを遇択したときは、AL3（リ鴎力）が肖効となります。警報出力リレー接点容量＝250VACIA（抵抗負荷）Tl　5B4A7−0240＼11．一般仕様＼＿ノ一般仕様測定精度　精度は±（計器レンジ幅に対する％）±1digitで表示。（下表）　digitは表示の最小単位。表示の分解能と同じ値。　熱電対の基準接点補償誤差は含まず。入　力激塔WRード入力種類計器レンジ精　　　度0．K一200−1200℃@（0℃．以下）±0．1％±1digit}0．2％±1diglt1K一199．9〜200．0℃@（0℃以下）±0．1％＋1digit}0．2％±1digit2J一199．9〜800．0℃±0ユ％±1digit3T一199．9〜400，0℃i一199．9〜0．0℃間）±0．1％±1digit}0．2％±1diglt4E一199．9〜800．0℃i一199．9〜0．0℃問）±0。1％±1digit}0．2％±1digit5R0−1700℃±0．15％±1digit6B0〜1800℃i0〜400℃間）±0．2％±1digit}5．0％±1dlglt7N0−1300℃i0〜200℃間）±0．1％±1digit}0．15％±1digit8L一199．9〜800．0℃i一199．9〜0．0℃間）±0．1％±1digit}0．2％』±1digit9u一1999−400．0℃i一199．9〜0．0℃間）±0．1％±1digit}0．2％±1digitAJPt100　一199．9〜500．00Ci100℃スパンの場合）i200℃スパンの場合）±0，1％±1digiti±0．5％±1digit｝i±0．4％±1digit）BPt100C0〜10mV±0．2％±1digitDmV　DC0〜100mV±0ユ％±1digitE0〜5VFVDC1〜5V±0．1％±1digit電源・耐電圧・絶縁・接地電圧90〜250VAC（フリー電源）電．源周波数50／60Hz共用消費電力鱗膿陛云瀬馨写夢記憶保持不揮発性〆モリ耐　電　圧電源端子←→アース間……1500VACI野間?ﾍ端子←→アース間……1000VAC．1分間o力端子←→アース問……1500VAC1分間絶縁抵抗各端子←→アース間……器貢調践上接　　　地第3種接地環境条件周囲温度0〜50℃周囲湿度20〜90％相対湿度（結露ないこと）正常動作条　　件基準接点0〜50℃内±1．5℃（計器が適温　　度たずし正に連続補償誤差15−35℃内±1℃動作するﾝ計条件）．磁　　界400AT／m以下ウォームAップ時間30分以、上入力部安定度（±1μV／℃または±o．01％／℃周囲温度いずれか大きい方の値）以．下の影響出力部安定度4〜20mADCまたは1〜5VDC動作条件±0．05％／℃以．ドの影響入力部安定度（±1μV／10％または±0，01％／10％電源変動いずれか大きい方の値）以ド出力部安定度（4〜20mADCまたは1〜5VDC±0，05％／10％）以下輸　送・温　　度一25−70℃保管条件湿　　度5〜95％相対湿度（結露ないこと）構造・寸法・質量構　　　　造防じん，防滴構造（前面パネル）取　　　　付パネル埋め込み取付（P，5外形図参照）ケ　　一　　ス樹脂モールドUTI596W×96H×100Dmm外形寸法UT1448W×96H×100DmmUT　15約450g質　　　　量UT14約300g＼＿／＼＿／虚名旧名コード黒部　名仕様コード内　　　　容UT　15ディジタル指示調節計スタイルコード＊AスタイルA！RET伝送出力付き（4〜20mA　DC）付加仕様コード！RS422RS−422A通信インターフェース形　名仕様コード内　　　　容UT14ディジタル調節計スタイルコード＊AスタイルA注文時指定事項（1）形名およびスタイルコード（2）付加仕様コード注：レンジコード：0（熱電対タイプK），制御出力タイプ　　コード：0（リレー出力）で工場出荷いたします。／＼．＿ノTl　5B4A7−0241（・！＼外形図外形寸法9626．28口器弄団圖23（48（パネル厚さ）　1〜1031001⊂＝＝＝＝＝＝＝＝コ　⊆＝＝＝＝＝＝＝＝］＝＝＝＝＝＝＝＝コ　　＝＝＝＝＝＝＝＝コ［＝＝＝＝＝＝＝コ　　一＝＝＝＝＝＝＝＝コ　　［＝＝＝＝＝＝＝コ＝＝＝＝＝＝＝＝コ　　＝＝＝＝＝＝＝＝⊇騨91＿6／／3＿　鷹＝＝＝＝＝コ　　　　　　｝一　　［＝＝＝＝＝＝＝⊃一＝＝コ　　［＝＝＝＝＝＝＝コ［＝＝＝＝＝コ　　匡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝⊃［＝＝＝＝＝＝」　［＝⊃＝＝＝＝コさ）コ96（パネル厚さ）　1〜1013100最大最大X1．6113厚さ）llパネルカット寸法　　　　　　　　　単位：mm92最小117T最小1「十〇．820→　十〇8X20最小70π　92＋1’6」、／（＼，（・TI　5B4A7−02．＼．＼）、＼　／）＼＿／＼4（／（（／＼、　　／）し＼　　　．／＼、ノ．／YO樋C）GAWA◆横河電機株式会社お問い合わせば営業統括本部　（03）349−0087（東京オフィス）〒163東京都新宿区西新宿1−25−1〔新宿センタービル48間　　新宿センタービル内私書箱4125号東部支社（048）647−6385〒331大宮市桜木町1−441（ソニックシティビル21階）横浜支社（045）212−8154〒231横浜市中区山下町89−1〔シイベルヘグナービル2階｝中部支社．（052）586−1666．「一450名古屋市中村区名駅南1−27−2｛日本生命笹島ビルiO階｝関西支社（06）305−6735〒532大阪市淀川区西中島5−4−20（中央ビル3階）中四国支社（0862）21一．1411T700岡山市柳町1−1−1（住友生命岡山ピル18階｝九州支社（092）272−1731〒812福岡市博多区冷泉町5−35幅岡紙園第一生命凶レ7階）本　　社（0422）52−5622〒180東京都武蔵野市中町2−9−32．支　　　店北海道〈OlI）2D5−5955東1ヒ　　（022＞255−53DI千葉　　（0436）61−6751豊田　（0565）33−16111ヒ陸　　（D762）31−5301営　業　所新5易　　〔025｝241−3511宇書区宮（0286）37−7421高崎　　（0273）22−0757水戸　〔0292）27−2811筑波　　（0298）55−0830鹿島　（0299）82−2352京葉　（0474）33−9456厚木　（0462）22−1005富士　（0545）51−6616浜松　（0534）52−3855四日市（0593）51−1750京滋　（0775）26−4p71神戸　〔D78）242−1921広島　（082）221−5613四国　（0878）21−0646斗ヒ九り噛1L1（093）521−7234東大阪（06）909−4431ネロ歌山（0734）31−7347水島　（0864）24−3238．福山　（G849）23−2301徳．R　（0834）32−4004伊予三島（0896）24−1379新居浜（G897）33−9374松山　（0899）31−2064長崎　（G958）47−4394大分　（0975｝38−2775鹿児島（0992）27−5255沖縄　　（D988）62−2093横河エンジニアリングサービス株式会社本社　（0425）34−IIOIサービス工場（0425）34−II50支社・営業所東部　（044）266−OIO7西部　（06）788−2221中四国（0862＞21−1411千葉　　（0436）61−2381中部　（052）774−6261九州　（093）551−0443P−6　1＼一ノ記載内容は、お断わりなく変更することがありますので、こ『了承ください。Printed　in　Japan，502（YG）



